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01

■　石綿製品の使用禁止

　　当工事においては労働安全衛生法施行令にて

　規制された石綿を含有する製品・資材を使用

　しない。

（３）　構造種別

（４）　階　数

□無（□調査予定　□有　　□無）

□土質試験　　　　□物理探査　　　□平板載荷試験　□試験堀（支持層の確認）

（２）地盤調査計画

（３）地盤調査及び試験杭の結果により杭長、杭種、直接基礎の深さ、形状を変更する場合もある

（４）ボーリング標準貫入値、土質構成（基礎・杭の位置を明記すること）

（１）地盤調査資料

３．地盤

（５）　面　積

（６）　主要用途　

（８）　増築計画

（７）　屋上付属物 □広告塔　　　□高架水槽　　　　　　　ｋＮ　　　□

□有（　　　　　　　　　　　　　　）　　■無

（９）　付帯工事

（１０）特別な荷重

□冷暖房屋外機　　　　ｋＮ　　　　　　　　　□受水槽　　　　　ｋＮ

□

（１）鉄骨工事は指示のない限り下記による

■日本建築学会「ＪＡＳＳ６」「鉄骨精度検査基準」「鉄骨工事技術指針」

■鋼材倶楽部「建築鉄骨工事施工指針」

適用は■印を記入する。

６．鉄骨工事５．鉄筋コンクリ－ト工事

（１）コンクリート

■　普通コンクリートは、ＪＩＳ　Ａ５３０８によるＪＩＳ表示許可工場で製造されたコンクリー

（１）コンクリ－ト

２．使用構造材料

構　造　設　計　標　準　仕　様

（２）　工事種別

（１）　工事名称

１．建築物の構造内容

□プレキャスト鉄筋コンクリート造（ＰＲＣ）

□木造（Ｗ）　　　　　□補強コンクリートブロック造（ＣＢ）　　　　　■鉄骨造（Ｓ）　　　　

適用個所 備　考
スランプ

ｃｍ

設計基準強度 品質管理強度

Ｆｑ＝Ｎ／ｍｍ
種　類

□鉄骨鉄筋コンクリート造（ＳＲＣ）　□壁式プレキャスト鉄筋コンクリート造（ＷＰＲＣ）

Ｆｃ＝Ｎ／ｍｍ

（２）工事監理者の承認を必要とするもの

■社内検査表　　　　□　　　　　　　　　□

■材料規格証明書又は試験成績書

■建設省告示第１１０３号による認定工場（全国鉄構工業連合会　Ｍ　グレード以上）

■製作工場　　　　　■製作要領書　　　　■工作図　　　　　　■施工計画書

（■印以外の項目の検査結果については、工事監理者に報告すること）

■現寸検査　　　　　■組立・開先検査　　■製品検査

（３）工事監理者が行う検査項目

□建方検査　　　　　□　　　　　　　　　□

■日本建築学会「鉄骨工事技術指針・工場現場施工編」

（４）接合部の溶接は下記によること

■日本建築学会「溶接工作規準、同解説　Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ、Ⅳ、Ⅴ、Ⅵ、Ⅶ、Ⅷ、Ⅸ」

（５）接合部の検査

検　査　方　法 備　考
検　査　率　％

社　内 第三者 工事監理者

超音波探傷試験

外観（目視）検査 １００％ １００％ １００％

柱の現場溶接部に

ついては、第三者

は１００％とする

□

□

□

検　査　箇　所

第三者検査機関名

■突合せ溶接部

ＣＩＷ認定業者

第三者検査機関とは、建築主、工事監理者又は工事施工者が、受入れ検査を

代行させるために自ら契約した検査会社を言う。

■溶接部の検査（検査結果は後日工事監理者に報告すること）

注）現場溶接部については原則として第三者による全数検査を行うこと。

任　意 任　意 任　意

１００％ 　３０％ 任　意

　座金外径２倍以上の範囲でショットブラスト、グラインダー掛け等を用いて除去した後、屋外に

　自然放置して発生した赤錆状態であること。但し、ショットブラスト、グリットブラストによる

　処理で、表面粗さが５０Ｓ以上である場合は、赤錆は発生しないままでよい。

　　締付け後の検査は、各締付け工法別に適切な締付けが行われているか検査する。

■　高力ボルトは「ＪＩＳ　Ｂ１１８６の高力ボルト」を標準とする。摩擦面の処理は黒皮などを

■　各試験の供試体は公的試験機関にて試験を行い工事監理者に報告すること。

８．その他

■　床スラブ内に設備配管等を埋込む場合はスラブ厚さの１／３以下とし、管の間隔を

　　５ｃｍ以上とする。

■　諸官庁への届出書類は遅滞なく提出すること。

■　設備機器の架台及び基礎については工事監理者の承認を得ること。

■　特記以外の梁貫通孔は原則として設けない。設ける場合は設計者の承認を得ること。

７．設備関係

■　高力ボルトの締付けに使用する機器はよく調整されたものを使用し、締付けの順序は部材が十

　分密着するよう注意して行う。又、締付けは原則として２度締めとする。

（１）直接基礎

□摩擦杭

□鋼管

□節付ＰＨＣ　□Ｈ鋼

杭　種

ＰＨＣ（□Ａ種　□Ｂ種　□Ｃ種）

鋼材（□ＳＳ４００□ＳＴＫ４００）

材　料

□

施工法 備　考

□

□ＲＣ　　　　□ＰＣ

□場所打ち

コンクリート杭

ＰＣ　（□Ａ種　□Ｂ種　□Ｃ種）

コンクリートＦｃ＝

セメント量

鉄筋　主筋　ＳＤ

　ＨＯＯＰ　ＳＤ

□打込み（　　　　　　　　　　　）

□オールケーシング　　□拡底杭

□リバースサーキュレーション

□アースドリル　　□ミニアース

□ＢＨ　　□深礎　□手掘

□機械堀

大臣認定大　　　　号

拡底杭

日本建築センター認定

　　　年　　月　　日

　　　年　　月　　日

　　　第　　　　　号

杭仕様　　■施工計画書承認　　■杭施工結果報告書

杭径（ｍｍ） 設計支持力（ｋＮ／本） 杭先端深さ（ｍ） 本　数 特記事項

４．地業工事

試験杭　（□有　　■無）　（□打込み　　□載荷）　　　本

□埋込み（　　　　　　　　　　　）

（２）杭基礎　支持層－

■有（■敷地内　□近隣）　■ボーリング調査　□平板載荷試験　□水平地盤反力係数の測定
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□ボーリング調査　□静的貫入試験　□標準貫入試験　□水平地盤反力係数の測定

ボーリング

調査地番　：

ボーリング

・調査位置図
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（３）鉄　筋

□Ａ種　　□Ｂ種　　□Ｃ種　　　厚　□１００　　□１２０　　□１５０　　□１９０

（２）コンクリ－トブロック（ＣＢ）

溶接金網

丸　鋼

異形鉄筋

径

Ｄ１０～Ｄ１６■ＳＤ２９５Ａ　

□ＫＷ７８５　　

□ＳＲ２３５　　

■ＳＤ３４５　　

種　類

（４）鉄　骨

備　考現場溶接

継手工法

■重ね継手

■ガス圧接継手

□特殊継手

（　　　　　　　　　　）

使用個所

■ＢＣＲ２９５ □有　■無

種　類 使用個所

柱

躯体全般

Ｄ１９～Ｄ２５

Ｄ２９　　　　

備　考

（５）ボルト

□有　■無■ＳＮＲ４００Ｂ JIS G 3138

（６）屋根、床材、壁

水平ブレース

□有　■無
■ＳＮ４９０Ｂ

■ＳＮ４９０Ｃ

□有　■無 JIS G 3350

□有　■無 JIS G 3444

JIS G 3101■ＳＳ４００ □有　■無

鋼　材
内ダイヤフラム

建築場所

□鉄筋コンクリート造（ＲＣ）　　　　□壁式鉄筋コンクリート造（ＷＲＣ）

地下　０階　　　地上　２階　　　搭屋　０階

基礎、基礎梁主筋

□ＳＤ３９０　　

Ｓ－０８図参照Ｓ－０８図参照

Ｓ－０８図参照

通しダイヤフラム

□ベタ基礎　　□布基礎　　■独立基礎　　□試験堀（□有　□無）

　　　　一時に全部の支柱を取払って、盛りかえをしてはならない。

注）５　支柱の盛りかえは、小梁が終ってからスラブを行う。

注）４　盛りかえ後の支柱頂部には、厚い受板、角材、又はこれに代わるものを置く。

注）３　支柱の盛りかえは、必ず直上階のコンクリート打ち後とする。

注）２　大梁の支柱の盛りかえは行わない。又、その他の梁の場合も原則として行わない。

注）１　片持ち梁、庇、スパン９．０ｍ以上の梁下は、工事監理者の指示による。

コンクリートの

圧縮強度

１５℃以上
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２８

２８

２８

２８

５　Ｎ／ｍｍ 設計基準強度の５０％

設計基準強度の

８５％ １００％

■　型枠存置期間

種類

部位

せ　き　板 支　柱

基礎、梁側、柱、壁 スラブ下、梁下 スラブ下 梁下

早強ポルト 普通ポルト 早強ポルト 早強ポルト 早強ポルト普通ポルト 普通ポルト

ランドセメント ランドセメント ランドセメント ランドセメント ランドセメントランドセメント ランドセメント

高炉セメント 高炉セメント 高炉セメント 普通ポルト

Ａ種 Ａ種 Ａ種 ランドセメント

シリカセメント シリカセメント シリカセメント 高炉セメント

Ａ種 Ａ種 Ａ種 Ａ種

シリカセメント

Ａ種

（３）型　枠

■　材料　合板厚　１２ｍ／ｍを標準とする。　　□

　　（代行業者名とは、試験・検査に伴う業務を代行する者を言う）

　　　代行業者名

　　　試験機関名

□　コンクリート及び鉄筋の試験は工事監理者の承認のうえ、指定の試験機関で行うこと。

　　■Ｈ型（タガ型）□Ｗ型（溶接型）□Ｓ型（スパイラル型）とする。

■　柱の帯筋（ＨＯＯＰ）の加工方法は、

■　ガス圧接部の抜取り検査は、同一作業班が同一日に施工した圧接箇所ごと（２００箇所を超え

■　Ｄ１９未満は、全て重ね継手とする。継手（Ｄ１９以上）をガス圧接とする場合は、

■　鉄筋の加工寸法、形状、かぶり厚さ、鉄筋の継手位置、継手の重ね長さ、定着長さは「鉄筋コ

（２）鉄　筋

■　鉄筋はＪＩＳ　Ｇ３１１２の規格品を標準とする。

■　セメントは、ＪＩＳ　Ｒ５２１０の普通ポルトランドセメントを標準とする。

■　計画調合は、工事開始前に工事監理者の承認を得ること。

　　水セメント比　　６５％以下　　　　単位水量　１８５ｋｇ／ｍ　以下

　　単位セメント量　２７０ｋｇ／ｍ　　混和剤　　ＡＥ減水剤（空気量　４．５％）

■　フレッシュコンクリートの塩化物測定は、原則として工事現場で（財）国土開発技術研究セン

　ターの技術評価を受けた測定器を用いて行い、試験結果の記録及び濃く定期の表示部を一回の測

　定ごとに撮影した写真（カラー）を保管し承認を得る。

　　測定検査の回数は、通常の場合１日１回以上とし、１回の検査における測定試験は、同一試料

　から取り分けて３回行い、その平均値を試験値とする。

■　構造体コンクリート現場の圧縮強度試験供試体（ＪＡＳＳ５Ｔ－６０３）は、現場水中養生、

　又は現場封かん養生とし、採取は打込み工区ごと、打込み日ごととする。又、打込み量が１５０

　ｍを超える場合は、１５０ｍごと、又はその端数ごとに１回を標準とする。
3

　　１回に採取する供試体は、適当な間隔をおいた３台の運搬車からその必要本を採取する。

　　なお、供試体の数量は、特別指示なき場合は１回当り６本以上とし、そのうち４週用に３本を

　用いる。

■　寒中、暑中その他特殊コンクリートの適用を受ける期間に当る場合は、調合、打込み、養生、

　管理方法など必要事項について、工事監理者の承認を得ること。

■　打込み、締め固めの方法は、ＪＩＳ　Ａ　８６１０　コンクリート棒形振動機を使用し、密

　実に充填する。

■　打継ぎ部の処理方法は次による。

　　・打継ぎ面を鉄筋と垂直にする。

　　・構造部材の耐力低下が少なく、かつ打継ぎ部の処理が円滑に行える形状とする。

　　・打継ぎ部の鉄筋は連続している。（ＥＸＰ．Ｊを除く）

　　ポンプ圧送に際しては、コンクリート圧送技士、又は同等以上の技能を有する者が従事するこ

　と。なお、打込み継続中における打ち継ぎ時間間隔の限度は、外気温が２５℃未満の場合は１５

　０分、２５℃以上の場合は１２０分以内とする。

■　ポンプ打ちコンクリートは、打込む位置に出来るだけ近づけて垂直に打ち、コンクリートの自

　由落下高さは、コンクリートが分離しない範囲とする。

■　打込み後のコンクリート養生方法は次による。

　　を行う。

　　・スラブのコンクリートは、必要に応じて打込み終了後、２４時間シート等により適切な養生

　　その他のセメントを用いる場合は７日間以上とする。

　　・打込み後のコンクリートは、散水その他の方法で湿潤に保つ。その養生期間はポルトランド

　　セメントを用いる場合は３日間以上、普通ポルトランドセメントを用いる場合は５日間以上、

　　・硬化中のコンクリートに有害な衝撃、振動及び過大な荷重を与えないよう、コンクリートの

　　打込み後、少なくても１日間はその上で作業をしたり歩行をしてはならない。

3

3

　（２）」による。

　ンクリート構造配筋標準図（１）（２）」又は「壁式鉄筋コンクリート構造配筋標準図（１）
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2

注）６　上表以外のセメントを使用する場合は工事監理者の指示による。

　　る時は、２００箇所ごと）に１回行い、１回の試験は３本以上とする。

　　公益社団法人日本鉄筋継手協会「鉄筋のガス圧接工事標準仕様書」による。

　　　　　　　　　　　　□長期 ３０Ｎ／ｍｍ　　□超長期 ３６Ｎ／ｍｍ

１８普　通 ２４

１８普　通 ２４２階床

１階躯体全般

１５普　通捨てコンクリート １８ １８

　　外観検査　■有　□無　　　引張試験　□有　□無　　　超音波探傷試験　■有　□無

2

2

2

2

■鋼　材　　　　　　■高力ボルト　　　　■特殊ボルト　　　　□スタッドボルト

3

■高力ボルト　Ｆ１０Ｔ　■Ｓ１０Ｔ認定品（□Ｍ１２、■Ｍ１６、■Ｍ２０、■Ｍ２２、□Ｍ２４）

□溶融亜鉛めっき高力ボルト　Ｆ８Ｔ認定品（□Ｍ１２、□Ｍ１６、□Ｍ２０、□Ｍ２２、□Ｍ２４）

□スタッドボルト　

■　耐久設計基準強度　　□短期 １８Ｎ／ｍｍ　　■標準　 ２４Ｎ／ｍｍ

□ＳＳＣ４００

□ＳＴＫ４００

宮城県宮城郡七ヶ浜町吉田浜字野山５番地の９

□門　併　　　□擁　壁　　　□

2 2

２４

　トとし、施工に関してはＪＡＳＳ５（２００９年版）による。

大梁中央、間柱、小梁、その他

□煙　突　　　■太陽光発電装置　　　　　　ｋＮ　　　□

■ＳＮ４００Ａ □有　■無

JIS G 3136

JIS G 3136

１５普　通土間コンクリート ２１２１

長期許容耐力度　２００～４００ｋＮ／ｍ2　　　　地盤改良－

深さＧＬ－１．８３ｍ　　　　　　　　　　支持層－砂質泥岩層、礫質土層

（７）防錆塗装

■　防錆塗装の範囲は、高力ボルト接合の摩擦面及びコンクリートで被覆される以外の部分とする。

　錆止めのペイントは、ＪＩＳ Ｋ５６２１、４つ星２回塗りを標準とする。

■　現場における高力ボルト接合部及び接合部の素地調査は入念に行い、塗装は工場塗装と同じ錆

　止めペイントを使用し２回塗りとする。

■エレベータ　　11人乗（ロープ式　油圧式）　□ホイスト　　　　ｋＮ

２４

□中ボルト　Ｍ＝１２　　　　　　　　　　　   　　高力ボルトすべり係数試験　□要　□否

■アンカーボルト　Ｓ－０６,１５図参照。

１３－１２８ｓ

建築面積　　　436.40ｍ2　　延床面積　　　　878.75ｍ2

七ヶ浜町防災拠点施設（生涯学習センター）整備工事

集会場

□新　築　　　■増　築　　　□増改築　　　□改　築

■ＪＩＳ Ｇ ３５５１

屋　根　材　：　ＱＬデッキ

２　階　床　：　ＱＬデッキ

外　壁　材　：　押出成形セメント板

平成２６年度

平成２６年度　七ヶ浜町防災拠点施設（生涯学習センター）整備工事
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会 社
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管理建築士　苣木　義男
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宮城県知事登録
第12110229号

（一級建築士登録 150863号）

Ｔ Ｅ Ｌ  0 2 2 ( 2 1 7 ) 4 0 1 8 (代 )Ｆ Ａ Ｘ  0 2 2 ( 2 1 7 ) 4 1 2 8

増築棟

井上　政幸

一級建築士　大臣登録第137845号

構造設計一級建築士登録第741号

鉄筋ｺﾝﾝｸﾘｰﾄ構造配筋標準図（１） Ｓ

02

・呼び名に用いた数値の１．５倍＋最外径

・粗骨材最大寸法の１．２５倍＋最外径

・２５ｍｍ＋最外径のうち大きいほうの数値

・粗骨材最大寸法の１．２５倍＋鉄筋径

・２５ｍｍ＋鉄筋径のうち大きいほうの数値

図　印の鉄筋の末端にはフックが必要

Ｌ

▽基礎下端

45°

カゴ筋　１－Ｄ１０

３－Ｄ１６

１
５
０

１５０

補強筋

材　質

ＨＯＯＰ

杭　径

Ｄ１０－＠１００

４．基　礎

（１）直接基礎（独立基礎） （２）直接基礎（連続基礎）

下端筋継手範囲上端筋継手範囲

※ ※

ハンチ梁幅ハンチ

※
｛

※｛

ハ
ン

チ
梁

　
幅

の拡大図

を越える場合

※一般のあばら筋と同様のものを２本束ねる

(a)スラブの打継ぎ補強

中間部 （注）ａ≦３００の場合

スラブ筋と同径，

同材質，同間隔　

端　部

(b)土間コンクリートと基礎梁取合い要領

中間部 端　部（注）ａ≦３００の場合

土間コンクリートの　　　　

鉄筋径及び間隔に合わせる。

６．柱

（２）柱主筋の定着

150以上

補強を行う。

鉄筋のフックは柱頭の四隅の柱に設ける。

四隅以外でＬ２が確保できない主筋につい

ては、フックを設けるか、かご鉄筋による

帯筋より１サイズ太く

又は同サイズ２本　　

6d

注２．　①の鉄筋は２－Ｄ１３かつ、２本の一段太い鉄筋とする

注１．　１．５Ｄの範囲の柱の帯筋は一段太いものか、又はダブル巻きとし＠１００以下とする

1

・柱幅と斜材（柱又は梁）幅が同一 ・柱幅と斜材幅が異なる ・柱脚で斜材となる

1

1

1

第１帯筋

第１帯筋

パネル部分は

0.2%以上とする

設

計

ピ

ッ

チ

以

下

D

注１．　第１帯筋は、梁面に入れる

注２．　Ｗ型で現場溶接をする場合は

主筋の位置を避ける

注３．　フックおよび継手の位置は、

交互とする

L

Ｌは中間部５０ｄかつ３００以上

ハ　Ｓ型（スパイラル型）

□　型

イ　Ｈ型（タガ型）

型

型

□　型

ロ　Ｈ型（タガ型）

末端部の添巻は１．５倍以上とする

両面溶接５ｄ以上

Ｌは片面溶接１０ｄ

L

Ｌは５０ｄ以上かつ３０ｃｍ以上とする

（４）帯　　筋

（５）斜め柱・斜め梁

（６）絞り （７）二段筋の保持

（１）柱主筋の継手

（３）柱頭補強（かご鉄筋）

注１．補強かご鉄筋は柱主筋と同径とし、

注２．補強かご鉄筋を配筋する際、梁上端

主筋のかぶり厚に注意すること

四隅以外の鉄筋と同本数とする

補強かご鉄筋

400mm以上

Ｌ１

Ｌ１ａ ａ

ａ≧０．５Ｌ１

ａ＝０．５Ｌ１

重ね継手（上図のいずれかとする）

Ｌ１

Ｌ１

Ｌ１

（４）かぶり厚さ

ひび割れ誘発目地部など、鉄筋のかぶり

厚さが部分的に減少する箇所についても

最小かぶり厚さを確保する。

（単位：ｍｍ）

部　　位 最小かぶり厚さ設計かぶり厚さ

仕上げなし 仕上げなし仕上げあり 仕上げあり
（１） （１）

土に接しない部分

屋根スラブ

非耐力壁

柱

梁

耐　力　壁

擁　　壁

基礎・擁壁

土に接する部分

柱・梁・床スラブ・壁

・布基礎の立上り部分

床スラブ
屋　内

屋　外

屋　内

屋　外

２０ ２０３０ ３０

３０２０４０３０

３０４０

４０ ４０

３０

３０５０

５０

４０

４０ ４０５０

５０

７０

４０

６０

かぶり厚
※

※

※

※

圧接継手

注１．※印のかぶり厚さは、普通コンクリートに適用し、軽量コンクリートの場合は１０ｍｍ増しの値とする。

注３．スラブ、梁、基礎及び擁壁で、直接土に接する部分のかぶり厚さには、捨てコンクリートの厚さを含まない。

注４．杭基礎の場合のかぶり厚さは、杭天端からとする。

注５．塩害を受けるおそれのある部分等、耐久性上不利な箇所は、特記による。

注２．「仕上げあり」とは、モルタル塗り等の仕上のあるものとし、鉄筋の耐久性上有効でない仕上げ（仕上塗材、塗装等）のものを除く。

１
０
０

▽基礎下端

コンクリート止め板

L2

３５０～４００φ

ＬＣ：中心線

２．鉄筋加工、かぶり

（２）記　号

Ｓ．ＨＯＯＰ：補強帯筋

（１）鉄筋末端部の折曲げの形状

ｄ：異形棒鋼の呼び名に用いた数値（丸鋼では径）

Ｄ１６以下は３ｄ以上、Ｄ１９以上は４ｄ以上、ＳＤ３９０は５Ｄ以上

鉄筋の余長

折曲げ角度

図

折曲げ内法寸法Ｒは、ＳＲ２３５は３ｄ以上、ＳＤ２９５Ａ・ＳＤ２９５Ｂ・ＳＤ３４５の

１．一般事項

（１）構造図面に記載された事項は、本標準図に優先して適用する。

鉄筋コンクリート構造配筋標準図（１）

間　　隔あ　　き

・呼び名の数値の１．５倍

・粗骨材最大寸法の１．２５倍

（５）鉄筋の間隔・あきの最小寸法

・２５ｍｍのうち大きいほうの数値

・粗骨材最大寸法の１．２５倍

・鉄筋径の２．５倍・鉄筋径の１．５倍

・２５ｍｍのうち大きいほうの数値

［注］Ｄ：鉄筋の最外径、ｄ：鉄筋径

（６）鉄筋のフック （１～４に示す鉄筋の末端部には、フックを付ける）

間隔

あき ＤＤ

間隔

あき ｄｄ

柱 梁

（地震力等の水平力を考慮する必要のある場合は、別途検討すること）

所定より低く止まった場合（Ｌ≦Φの場合）所定の位置に止まった場合

［注］Ｌ＞Φの場合は工事監理者の指示による。

Ｌ
１

（１）構造図面に記載された事項は、本標準図に優先して適用する。

２．あばら筋および帯筋

３．柱および梁（基礎梁を除く）の出隅部の鉄筋

４．煙突の鉄筋

Ｌ
１

ＨＯＯＰ

補強筋

ＨＯＯＰ

Ｄ：部材の成 Ｒ：直　径 ＠：間　隔 ｒ：半　径

Ｌｏ：部材間の内法距離 ｈｏ：部材間の内法高さ ＳＴ：あばら筋 ＨＯＯＰ：帯　筋

Φ：直径又は丸鋼

４ｄ以上 ６ｄ以上（※４ｄ以上） ８ｄ以上（※４ｄ以上）

１８０° １３５° ９０°

Ｒ Ｒ

末端部又はスラブと同時に打ち込むＴ形

及びＬ形梁のキャップタイにのみ用いる。

折曲げ角度９０°はスラブ筋・壁筋の

※片持スラブ上端筋の先端

ｄ

ｄ

余
長

８
ｄ

以
上

キャップタイ

ｄ

Ｒ
余

長

余長

ｄ

異形鉄筋

丸　　鋼

３．杭

１．丸鋼

基礎梁スターラップ

連続基礎配力筋

必要鉄筋を均等に配置する
基礎梁主筋

（３）杭基礎

L3

a

L2

L1

L1

D13D13

L2

L2

a

L2

a

L2

L2

a

L2

2-D

６～８

1

2
-D

D

8
d

8d

D:1500

L1

L1

Lo/2Lo/4 Lo/4

20d 20d

15d 15d

Lo

L1
L1

L1

h
o/

2

h
o

L
2

+
15

d

h
o

L
2

L
2

L
2
以

上

L
1

135°

6d

12d

12d

15d

4d

6d

12d

8
d

6d

5d L

2d 2d

5d以上

10d以上

P1

P1
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

〃

〃

150以下

150以下

L2

L2

1.
5
D

柱Ｄ

L
1

L1

柱Ｄ

L
1

1.
5
D

P
P

P
P

L1

L
2 梁
Ｄ

柱Ｄ

e e

15d
6d

1
0
0

D

1
006d

e≦D/6 e＞D/6

4
0
0

D

L1

L2

a

a

a

杭径

基礎筋基礎筋

D13-@300 縦横 D13-@300 縦横

底盤補強筋 D13-@200 縦横

15d

L
2

100

15d

L2

＜Ａ形＞ ＜Ｂ形＞

（４）基礎接合部の補強

3-D16

L2

L2

D13-@200（ダブル）

L2

H

L2

≧150

梁
幅 ５００＜Ｈ＜１，０００

L2

45°～60°

2-D16以上

L
2

W1

L1

L1
Ｗ１の三角壁厚さは、

２００以上又は地中梁幅とし、配筋は同厚の壁リストに倣う。

５．地中梁

外端部 内端部

外端部 内端部

上下端筋継手範囲

※上端筋主筋の定着は、やむをえない場合、

　上向きとすることができる。

Lo/2 Lo/4

15d15d

L1

Lo

L1

※ Lo/4

L1

※

L1L1

継　手

５．鉄筋径の差が７ｍｍを超える場合は、圧接としてはならない。

ガス圧接の形状

θ

θ＞８０

ｄ

３ｍｍ以下

ｄ １．４ｄ以上

圧接面

ｄ １／５ｄ以下

鉄筋中心軸の偏心量

圧接面のずれ１／４ｄ以下

３．直径の異なる鉄筋の重ね継手長さは、細い方の鉄筋の継手長さとする。

４．Ｄ２９以上の異形鉄筋は、原則として重ね継手としてはならない。

１．末端のフックは、定着及び重ね継手の長さに含まない。

２．継手位置は、応力の小さい位置に設けることを原則とする。

１．１ｄ以上

スパイラル筋

帯　筋

ＳＤ２９５Ｂ、ＳＤ３４５　

ＳＲ２３５　、ＳＤ２９５Ａ

ＳＤ３９０　　　　　　　　

あばら筋

４ｄ以上

３ｄ以上

以上

８ｄ以上

４ｄ以上

以下

以下

６ｄ以上
１９Φ～２５Φ

Ｄ１９～Ｄ２５

２８Φ～３２Φ

Ｄ２９～Ｄ３８

Ｄ１６

１９Φ

Ｄ１９

１６Φ

１６Φ

Ｄ１６

上記以外の鉄筋

ＳＲ２３５　、ＳＤ２９５Ａ

ｄ

Ｒ

ｄ

Ｒ

（３）鉄筋の定着及び重ね継手の長さ

鉄筋の種類

定着の長さ

小　梁

下端筋（Ｌ３）

スラブ

特別の定着及び重ね

継手の長さ（Ｌ１）

普通、軽量コンクリート

の設計基準強度の範囲　

（Ｎ／ｍｍ）
2 一般（Ｌ２）

２１～３６

ＳＲ２３５

１８　以下

１８　以下

３０～３６

２１～２７

ＳＤ３９０

３０～３６

ＳＤ２９５

ＳＤ３４５

３５ｄまたは　　

２５ｄフック付き

３０ｄまたは　　

３５ｄまたは　　

２５ｄフック付き

２５ｄまたは　　

１５ｄフック付き

２５ｄまたは　　

１５ｄフック付き

２５ｄフック付き １５ｃｍフック付き

２１～２７ １０ｄかつ１５ｃｍ以上

１０ｄかつ１５ｃｍ以上

３５ｄフック付き

４５ｄフック付き

３５ｄフック付き

４５ｄフック付き

３０ｄフック付き

３０ｄフック付き

４０ｄまたは　　

ＳＤ２９５Ｂ、ＳＤ３４５　

ＳＤ３９０　　　　　　　　

４０ｄ

４５ｄ

４０ｄ

４５ｄ

鉄筋の使用箇所による呼称 鉄筋の径による区分 鉄筋の折曲げ内法寸法（Ｒ）

（２）鉄筋中間部の折曲げの形状（鉄筋の折曲げ角度９０°以下）

図 鉄筋の種類

４０ｄまたは　　

２０ｄフック付き

４０ｄ　※

連続基礎主筋

ho
/
2+

1
5d

（３）布基礎、べた基礎の場合（定着、継手）

（４）水平ハンチの場合のあばら筋加工要領 （５）せいの高い梁のあばら筋加工要領図

（６）床版受け要領

ａ＝１．５ｘ（呼び名の数値）

a

4d

6Φ-@1000

6Φ-@1000

4d

a

a

重ね継手圧接継手

≦
3h

o
/4

5
00

以
上

か
つ

1,
5
00

以
下

ho

≦
3h

o
/4

5
00

以
上

か
つ

1,
5
00

以
下

ho

1
5
d

1
5
d

６－Ｄ１６４－Ｄ１６

ＳＤ２９５Ｂ

６－Ｄ１６

ＳＤ２９５Ｂ ＳＤ２９５Ｂ

１
．

５
φ

φ

φ

１
．

５
φ

５００φ３５０φ

上端筋継手範囲

（１）独立基礎、杭基礎でスラブが付かない場合（定着、継手）

Lo

Lo/4Lo/4

15d15d

Lo/2

L1 L1

L1

下端筋継手範囲 下端筋継手範囲

外端部 内端部

L1 L1

上端筋継手範囲

（２）独立基礎、杭基礎でスラブが付く場合（定着、継手）

但し、耐圧スラブが付く場合は、（３）による。

１３－１２８ｓ

七ヶ浜町防災拠点施設（生涯学習センター）整備工事
平成２６年度
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03

鉄筋コンクリート構造配筋標準図（２）
標準図（１）の２－（３）による。

Ｌ＝鉄筋コンクリート構造配筋

を原則とする

最　上　階

（梁主筋を折り曲げるとき）

つりあげ筋

柱幅

柱幅が大きい場合

フック付

※　柱幅が大きくて、直線部だけでＬ１がとれる場合

でも柱中心線をこえて中間折曲げテール長１５０

以上又は１８０°フック付きとする。

LC

一　般　階

ｂ　小梁の定着

ｃ　片持梁の定着

先端 端部

平　面

片
持

梁
筋

折
下

げ

あばら筋を入れる

（２）大梁主筋の継手

L

は継手の好ましい位置

下向きでもよい

斜めでもよい

斜めでもよい

正

面

正　面

補強あばら筋は小梁主筋側に

必ず入れること。

平　面

第１あばら筋は柱面より配筋する

Ｘ印は幅止め筋

つり上げ筋は、一般のあばら筋より、１サイズ太い

鉄筋か、又は、同サイズを２本巻きとする

（３）あばら筋、腹筋、幅止めの配置

a b c d e

両側床版付（Ｔ型）梁で　ｃ　又は　ｂ　とすることができる。

（イ）原則として　ａ　のフック先曲とする。片側床版付き（Ｌ型）梁で　ｂ

（ロ）フックの位置は　ａ　にあっては交互、　ｂ　にあってはスラブ側とする。

（ハ）梁せいが１．５ｍ以上となる場合は右図としてもよい。

（４）あばら筋の形

（５）幅止め筋の本数、加工

腹筋

幅止め筋

７．大梁、小梁、片持梁

（１）定　着

ａ　大梁

つり上げ筋

幅止め筋

腹　筋

Ｄ１０（９Φ）＠１０００以内で割り付ける

　６００≦Ｄ＜　９００　　２－Ｄ１０（９Φ）１段

　９００≦Ｄ＜１２００　　４－Ｄ１０（９Φ）２段

１２００≦Ｄ　　　　　　　Ｄ１０（９Φ）＠３００以内

　　　　　Ｄ＜　６００　　不要

（３）片持スラブ出隅部補強（出隅部の補強筋は計算により算出する）

ｂ　間仕切壁との交差部

（８）釜　場

（９）打継ぎ補強（ダメ穴打断面について）

●設計配筋間隔の１／２ピッチ　長さ２Ｌ１以上

●無筋部分　Ｄ１０－＠２００　長さ８００以上

（７）土間コンクリート

ａ　軽作業の土間

注１．定着長は全てＬ２とする。 注１．定着長は全てＬ２とする。

Ｈ＜Ｄの場合 Ｈ≧Ｄの場合

（６）床板段差

周囲を補強し隅角部に斜め筋を２－Ｄ１３以上配筋する。

げることにより，開口部を避けて配筋できる場合は，補強を省略す

ることができる。

n1本の断面積の1/2，かつD13以上（上，下）

１．開口によって切られる鉄筋と同量の鉄筋，かつＤ１３以上の鉄筋で

２．スラブ開口の最大径が両方向の配筋間隔以下で，鉄筋を緩やかに曲

３．開口の最大径が600mmを超える場合の補強筋は係員の指示による。

４．小さな開口でも数がまとまってある場合の補強筋は係員の指示による。

注１．スラブ厚が120の場合，縦，横，斜めにD13を使うと，隅角部で

らすこと。

鉄筋間隔がとれなくなるため，斜め筋は上下同位置にそろえないでず

（５）スラブ開口部の補強（開口の最大径が６００ｍｍ以下の場合）

（４）床板開口部の補強（開口の径５００程度の場合）

注１．設備の小開口が連続してあく場合は、縦、横、斜補強筋

避けて補強する。

とは別に開口によって切られる鉄筋と同じ鉄筋を開口を

孔と孔のへりあき１００以上

周囲補強筋

斜め補強筋

出隅部分補強配筋

ける）出隅部分の補強筋

（つなぎ部の中間に上端筋は

Ｄ１３、下端筋はＤ１０を設

補強筋の定着

出隅部分の補強筋

（注）L1≧L2とする

一般床版配力筋

出隅受け部配筋

（注）L1≧L2とする

出隅受け部

出隅部 柱又は梁にＬ１定着する

※出隅受け部補強は、それぞれ

の方向に出隅補強筋として出

配置する。

隅部の同本数をハッチ部分に

８．床　板

（１）定着および継手

９．壁

（１）定　着

ａ　梁に

１２．増築予定
増築時の鉄筋継手工法を考慮して措置する

将来増築予定のコンクリート増打部分は、

（１）柱、梁 （２）地中梁 （３）床版、壁

（３）既製品 （使用するときには、設計者又は工事監理者と打合せのこと）

１０．柱、梁増打ちコンクリート補強
及び工事監理者と打合せのこと

増打するときは事前に設計者、

（１）柱 注１．増打ち幅が70mm以上，かつ200mm以下の場合に適用する。200mm超える場合は別図による。

Φ＞２５０

定着長さのとり方

※部分について計算で

確認された場合は右記

の位置、寸法によらな

くて良い

孔補強の有効範囲と
●梁幅が400を超える場合は

補強筋でD13はD16又は、

各々読みかえる

2-D13は3-D13と、

Φ Φ Φ

※貫通孔の径が梁成の１／１０以下かつ１５０ｍｍ未満のものは、補強筋を省略してもよい。

８０≦Φ≦１００

折　筋　２－（２－Ｄ１３）

縦　筋　ＳＴ　２－Ｄ１３

折　筋　２－（２－Ｄ１３）

１００＜Φ≦１５０

縦　筋　ＳＴ　２－Ｄ１３－＠１００

横　筋　２－（２－Ｄ１３）

縦　筋　ＳＴ　２－Ｄ１３－＠１００

１５０＜Φ≦２５０

折　筋　４－（２－Ｄ１３）

横　筋　２－（２－Ｄ１３）

下

上
縦筋　ＳＴ　２－Ｄ１３

（２）鉄筋標準配筋 但しΦ≦Ｄ／３とする

既製品による補強とする場合は、既製品の評定による範囲を可能とする

※印の寸法　５００≦Ｄ７００－－－※＝１５０

７００≦Ｄ９００－－－※＝２００

９００≦Ｄ　　　－－－※＝２５０

下図の範囲は一般階に適用する。地中梁部分については工事監理者と協議のうえ決定する事

１１．梁貫通孔補強

（１）設置可能範囲

は設計者又は工事監理者と打合せのこと。

貫通孔が連続して間隔等が取れない場合

Ａ

Ｂ

Ｃ

位置

D/3以下

D/4以下

不　可

貫通孔の径

［あばら筋と同径，同材質，同間隔］

［D10　ピッチは梁に合せる］

b≦350の場合　2-D16

b＞350の場合　3-D16

側面の増打ち

二方向の増打ち

（２）梁 注１．増打ち幅が70mm以上，かつ200mm以下の場合に適用する。200mm超える場合は別図による。

［あばら筋と同径，同材質，同間隔］

b＞350の場合　3-D16

b≦350の場合　2-D16

増打ち部分

下端増打ち 上端増打ち

［帯筋と同径，同材質，同間隔］

増打ち部分

増打ち部分

一方向の増打ち 二方向の増打ち

注３．継手部は必ずモルタルを充填すること。

注１．ｈｏ≦２５ｔかつ３５００以下とする。但し直交方向２５ｔ以内に壁、又は柱がある場合は除く

注２．ｈはコンクリートブロック段数調整寸法とする。但し、２００≦ｈ≦４００

（４）コンクリートブロック帳壁

一般の場合 下部防水立上りのある場合

パラペット

（３）手摺、パラペット

手摺

（但し、Ｈ＞８００以上の場合、設計図による）

ｔは階高の１／１００程度

柱

ｔは階高の１／１００程度

柱

W

部分スリット

スリット部の鉄筋の被り厚さは

２－（４）被り厚さの表、最小

被り厚さ以上とする。

Ｗ≦Ｄ／６、Ｗｔ／２

かつ７ｃｍ

（２）スリット部

完全スリット

ｂ　柱に（平面図）

一段目を配置する。

横筋の配筋は上下端とも梁、又は床面に

縦筋は、柱面に一本目を配置する。

スラブに上端筋がある場合 イは壁配筋と同じスラブに上端筋がない場合

ｄ　壁と壁（平面図）

シングル配筋 ダブル配筋
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2-D13

D10-@400程度
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(Φ1+Φ2)x3/2以上

L2

a2

ba1

aL2 D16

D16 D16

L2

70≦a・a1・a2≦200の場合

70≦a≦200の場合

増打ち部分

b

a

L2

b

L2

a

300以下

300以下

300以下

a1L2

300以下

300以下 300以下

a2

L2

D16
D16

L2

a

300以下300以下
70≦a・a1・a2≦200の場合

折曲げ起点は３／４Ｄ以上

D10-@200

L

スペーサー

受筋
D13(Ｌ≦1,000)

D16(Ｌ＞1,000)

L2

ａ　片持床スラブ

D13

受け筋D13(l≦1,000)

L はスラブ厚－かぶり厚

D13

L3

L1

受け筋D16(l＞1,000)

l

※

Ｌ＝１５００とし、上端筋の下端に配筋する。

１．補強筋は各３－Ｄ１３又はスラブ主筋の同一径で

２．※の箇所（入隅）は各階補強する。

ｂ　一般床スラブ

受け筋D13

L2

L3

受け筋D13

L2

L3

受け筋D13

L2

L2

L

L2

L2

受け筋D16

ｃ　耐圧床スラブ

スペーサー

■リング型　　　□パイプ型　　　□金網型　　　□プレート型
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04

鉄骨構造標準図（１）

2. 溶接規準図1. 一般事項

鉄 骨 構 造 標 準 図 (1)

(1) 材料及び検査

(a) 構造設計仕様による

（注） f：余盛 ： ：フェースRG ルート間隔 脚長：S mm単位( )

(2)

(4) フレアー溶接

突合せ溶接(3)

部分溶け込み溶接

(1)

（ 平 溶 接 　Ｔ 形 継 手）

（ 使 用箇 所 に 注意 ）

Ｋ 形の 場 合

S

t

SS

S

S

2

1D D

0

60ﾟθ＝60ﾟθ＝

G=

1t

f

f

L

G

t

1t

t

≦ 2R

45ﾟθ＝

θ＝ 60ﾟ

0 ～ 2G=

0 ～ 2G=

0 ～ 2G=

0 ～G=

≦ 2R

≦ 2R

≦ 2R

θ＝ 45ﾟ

θ＝ 45ﾟ

2

5
1

( )裏 は つ り 後 裏 溶 接

( 裏 は つ り 後 溶 接 )
( )裏 は つ り 後 溶 接

削 り 面

≦ 2R

25mm 以 上

25mm 以 上

f

f

f

f

G LL

θ

1t

1

1

t 2

a

tt

(55ﾟ)
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f
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t
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S

θ
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1
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≦ t 1

t/4 S

＝f t/4

＝f t/4

＝f t/4

＝f t/4

余 盛 は

軸 力 が 加 わ る 場 合 の

厚 と す る こ と が 望 ま し い

の 小 な る 方 と す る

と す る

以 下 と す る

は 母 材 と 同

但 し 片 面 溶 接 の 場 合 は

溶 接 棒 角 度

フ レ ア ー 溶 接 長 は 、 鋼 板 に 接 す る 全 長 と す る

は パ ス 以 上 、 パ ス 以 上 と す る

と す る

AAG

AAG の 場 合内 は で( )

≧ 0.5mmt た だ し 、

と す る )

( t ≧ 15mm
a ＞ 4mm

の と き
の 場 合

平 継 手 で 板 厚 が 異 な る と き
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MC NGC

35ﾟ

35ﾟ

45ﾟ 45ﾟ

45ﾟ

6

6 6

6

6 6

35ﾟ

9

9 9

9

8

8

5

9 9

9

8

8

5

t 1 LGLGθ

≦ t16

t

t6

12 ＜ 16

＜

≦

≦ 12

tmm 余 盛 の 高 さ mm

t

t ≦

19＞

4

4

3

2

1

t

12

12≦＜

＜ t ≦

4

19

t

12

12＜

t ≦ 19

t 19＞

≦

＜

16mmt ＞

t ≧ 19mm

MC

6 6 6 6

6

6

6

35ﾟ

9 7

8

9

4

5

7

8

寸 法 (mm)

5

5

8

9

998

5

5

9

9

9

9

t 1

t 1 t 1

通しダイヤフラムの場合

中に記入のこと

根巻の場合
80

以
下

内ダイヤフラム

内ダイヤフラム

以
下

15
0

10
0

以
上

エンドタブが互に

あたらぬこと

スカーラップ部分は

回し溶接する

以上かつ
断面

以
上

以上

ガス抜き

φ＝

内ダイヤフラム

75ﾟ～

t

t

溶接記号番号を

柱が途中で折れる場合

及梁成が異なる場合

B. H 方式

断面図

断面図

平面詳細

平面詳細

θ＝

θ

接しないこと

フランジが柱のＲに

大梁が斜めの場合

は溶接と添板の内

側板に注意のこと

10

GC

GC

隅肉溶接

8

7

6

5

4

3

2

1

4

4

1

A A

1

A

7

A

A A

1

1

1

4

1 4

A

1

1

1

1

1

t

(1 + 0.1 S )mm

S

S= t

t 2、1tは

両 側 に 補 強 隅 肉 溶 接 を 付 加 す る

≦ ２Ｒ

両 側 に 補 強 隅 肉 溶 接 を 付 加 す る

補 強 隅 肉 溶 接 を 付 加 す る

両 側 に 補 強 隅 肉 溶 接 を 付 加 す る

Ｔ 形 突合 せ 継 手余 盛

両 側 に 補 強 隅 肉 溶 接 を 付 加 す る

9mm 16mm 1 2

40ﾟ30ﾟ

B

( )

4

4

2

2

105ﾟ

＞柱フランジのプレート厚

※

1

2 ～の場合の溶接は、 3 5t＞16mm※

※

25

7 ※

※

※

～の場合の溶接は、 とする。3 5t＞16mm※1

25

7

内ダイヤフラムの場合は柱

の角のＲに接しないこと

20

(t)

7 ※

※7

t

t

はりフランジは、通しダイヤ

フラムの厚み　　の内部で溶

接する事。

ＢＣＲ 、ＢＣＰ２９５ ３２５

Ｂ Ｃ・ 、ＳＮ４９０

を使用する場合）

同等以上の鋼材を使用すること。ＳＭ４９０

（柱材料：

ダイヤフラムは、

BOX 型

鋼材種別による溶接条件

スカーラップ部分は

回し溶接する
、 、 型

1

4 4

1

1
1

1

4
1

4

7

1

1

4

7

1

1

1

鋼材の種類

Ｎ級鋼

Ｎ級鋼４９０

４００

ＹＧＡ

ＹＧＷ

Ｚ３２１１、３２１２、３２１４

－１１、１５

－１８、１９ＹＧＷ

５０Ｐ－５０Ｗ、

ＹＧＡ

ＹＧＷ

ＪＩＳＺ

－１８、１９ＹＧＷ

５０Ｐ－５０Ｗ、

３２１２、３２１４

－１１、１５

４０以下 以下３５０

４０以下 以下３５０

以下 以下

４０以下 以下３５０

３０ ２５０

ＪＩＳ

溶接材料 入熱（ＫＪ／㎝） パス温度差（℃）

44

4

4

1

4 1

とする。

断面A

※

※

1

3

～ とする。3 5t＞16mm※1 の場合の溶接は、

～ とする。3 5t＞16mm※1 の場合の溶接は、

～ とする。3 5t＞16mm※1 の場合の溶接は、

4

4

3
3

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※
※

※

(b) 適用範囲は、鋼材を用いる工事に適用し、かつ鋼材の厚さが 以下のものとする40mm

(c) 社内検査結果の検査報告書には、鉄骨の寸法、精度及びその他の結果を添付する

工作一般(2)
(a) 鉄骨製作及び施工に先立って 鉄骨工事施工要領書 を提出し工事監理者の承認を得る｢ ｣

(b) 鋼管部材の分岐継手部の相貫切断は、鋼管自動切断機による

(c) 高張力鋼の歪み矯正は、冷間矯正とする

高力ボルト接合(3)
(a) 本締めに使用するボルトと、仮締めボルトの併用はしてはならない

溶接接合(4)
(a) 溶接技能者

JIS Z 又は JIS Z3801 3841 半自動溶接 の溶接手溶接溶接技能者は施工する溶接に適応する ( ) ( )

技能検定試験に合格し引続き、半年以上溶接に従事している者とする

(b) 溶接機器

(ﾆ) 炭酸ガスアーク半自動溶接機～300 A A500(ｲ) 交流アーク溶接機

(ﾛ) (ﾎ)アークエアーガウジング機 溶接電流を測定する電流計直流( )

(ﾊ) (ﾍ)サプマージアーク溶接機１式 溶接棒乾燥機

溶接方法(c)

アーク手溶接 ガスシールドアーク半自動溶接 ( )( )MC GC

セルフ アークエアーガウジングノンガス シールドアーク半自動溶接 ( ) ( )( ) NGC AAG

溶接姿勢(d)

下向 立向 横向 上向F V H O

(e) 組立て溶接技能者は、原則として本工事に従事する者が行う

(ｲ) 仮付位置

組立て溶接は溶接の始、終端、隅角部など強度上、工作上、問題となり易い箇所は避ける

仮 付 不良 仮 付不 良 良良

(ﾛ) 完全溶込み溶接部の仮付溶接は必ず裏はつり側に施工する

仮付 溶 接

開 先面裏 は つ り 側に す る 。

(f) 溶接施工

(ｲ)

突合せ溶接、部分溶込み溶接の両端部に母材と同厚で同開先形状のⅠ）

エンドタブを取り付ける

Ⅱ）エンドタブの材質は、母材と同質とする

エンドタブの長さは、Ⅲ） : 以上35mmMC

NGC 、 CG : 40mm

又は工事監理者の承認を得る

Ⅳ）プレス鋼板タブ、固形タブ使用については、資料を提出して設計者

以上とし特記のない場合は、

溶接終了後、母材より 10mm 程度残し切断して、

グラインダー仕上げとする

以 上

か つ 以上2t

t

エン ド タ ブ

35mm

エンドタブ

(ﾛ) 裏あて金

材質は母材と同質材料とし厚さは手溶接で 以上とする、半自動溶接で6mm 9mm

r

(ﾊ) スカラップ半径は

r=

規準図の溶接において AAG

励行し、部材に確認マークをつける

現場溶接の開先面には、溶接に支障のない防錆材を塗布する。又、開先部

をいためない様に、養生を行う

裏はつり

と記載のある部分は全て、溶接監理者の確認を

(ﾎ)

(ﾍ)

(5) 塗装

る設計仕様になっている部分は、塗装をしない

コンクリートに埋め込まれる部分及びコンクリートとの接触面で、コンクリートと一体とす

30～ 35mm 10mmと、 のダブルアールとする

スカラップは

但し梁成が

スカラップ

30～ 35mm

D=

r= 20mm

150mm

とする

未満の場合の

r10

(ﾆ) ノンスカラップ工法

裏当て金

Ｇ：ルート間隔

θ：開先角度

r35

Ｇ

θ

25

ダイヤフラム厚は、接合する柱、梁の最大厚の２サイズアップとする事。

１３－１２８ｓ

七ヶ浜町防災拠点施設（生涯学習センター）整備工事
平成２６年度
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Ｓ鉄骨構造標準図（２）

05

（ｂ）　　形鋼ブレース
（８） ＡＬＣ板取付要領

縦壁構法符　　号 部　　　　　材 Ｎ－径 Ｌ

●　　

●　　

●　　

フランジ及ウエブ厚の差のある場合

リブプレート

ハンチ起点は避けた方がよい
≧１ｍｍ フィラプレート併用のこと

ハンチ勾配は　普通　１　：　４　程度であるが構造図による

長さ

１
ｄ

ｅ
２

Ｒ

Ｓ

ｔ

長さ

Ｒ Ｒ ≒
＠
６
０
０

ｄ

ｅ
２

ｅ
ｅ

Ｓ Ｐ

ｔ

Ｄ

Ｔ

ｄ Ｌ
’

５
ｅ ｐ ｅｅ ｐ ｅ

ｅ

ｅ
ｐ

ｐ
ｅ

ｅｅｅｅ

５

ｅ ｅ ２φ １０ １０

φ φ２
φ

５０

Ｄ φ

ｅ

Ｆ
ｔ

１

ｅ

Ｆ
ｔ

１

３００以下 ６００以下

　　３．継手規準図、その他

（７）

（１０） 梁貫通補強

（４） ハンチ部の継手

（１１） その他

ＰＬ－（１）
（ＳＣＳＳ－Ｈ９７による） ＰＬ－（１）

ＰＬ－（２）
ＰＬ－（２）

Ｎ２　（片側）
ＰＬ－（３）

ＰＬ－（３） ＰＬ－（２）

ＰＬ－（１）

注）　端部をＢＨとする場合は設計図による

フランジ ウエブ

符　　号 部　　　　　材

Ｎ２－径

（３） 剛接合継手リスト

羽子板ボルト 形鋼ブレース

Ｌ

ｄ

ＰＬ－（１）

Ｌ

　３０゜

Ｎ

ｄ

ＦＢ－６５×９　中ボルトＭ１６

Ｌ

（床剛性を考慮する合成床、合成梁のときは構造図参照）

　　　　アークスポット溶接
　　　　１６φ≒＠２００

水平ブレース

受梁へのかかり寸法および端部処理

梁上通しの場合 既製品面戸（鉄板） 折曲加工

ｅ≧３５ｍｍ

あて板（鉄板） あて板（非金属）

梁上切断の場合

スラブ端部の補足材 補足受材

Ｌ形鋼

５０－４００

ＰＬ－１．６

ＰＬ　５０×６

５０－４００

ＰＬ－１．６ ＰＬ－３．２

デッキプレート

梁との溶接およびコネクター

□ □

□ □

（ＪＩＳ １１９８）

形　　状

横壁構法

（９） 頭付きスタッド

ス　タ　ッ　ド　材

鉄筋　９φＬ＝１０００ 鉄筋　９φＬ＝５００

ＡＬＣ壁パネル ＡＬＣ壁パネル

Ｌ－６５×６５×６以上
Ｌ－６５×６５×６以上

シーリング材 シーリング材

鉄骨梁 鉄骨梁

スライドハタ金物

鉄骨柱 鉄骨柱

フックボルト　１２φ フックボルト　１２φ

シーリング材 ＡＬＣ壁パネル シーリング材ＡＬＣ壁パネル

スタッド材の標準形状・寸法

１

１

１

プレート補強（片面又は両面） パイプとプレート補強（片面）

１

１

１ １

パイプ補強（小径の場合） リブプレート補強

計算で確認された場合は下記の位置、寸法によらなくて良い。

梁端部（スパンの　Ｌ／１０以内かつ２Ｄ以内）は避ける

φ≦０．４Ｄ

（ＪＩＳ規格品とする…ＪＩＳＡ５５４０～５５４２…１９８２）

（ａ）　　羽子板ボルト

ねじの呼び（ｄ）

最　　　大
１軸径　ｄ

最　　　小

調整ねじの長さ Ｓ

取付ボルト穴径
Ｒ許容差＋０．　　－０．５ｍｍ

は　し　あ　き（最小）　 ｅ１

へりあき
ｅ２　（最小）　

切　板　製
ｔ板厚

へりあき
ｅ２　（最小）　

平　鋼　製
ｔ板　　　厚

ボルト端から取付ボルト
ｅ３

穴心のあき（最小）

溶接長さ（最小）

ＪＩＳ　Ｂ　１１８６　　２種高力ボルト　（Ｆ１０Ｔ）　又は
種　　　類

ＪＩＳ　Ｂ　　１１８０　　中８ｇ　１０．９
（２）

取付ボルト
ねじの呼び

本　　　数

（５） 柱継手リスト

（６） 鉄筋ブレース

４

４ ４

Ｂタイプ Ｃタイプ

注）　現場溶接は原則として超音波探傷試験を１００％を行う

フランジ ウエブ

符　　号 部　　　　　材

ＰＬ－（１） ＰＬ－（２） Ｎ１－径 ＰＬ－（３） Ｎ２－径

（ＳＣＳＳ－Ｈ９７による）

Ｂ１ Ｂ１

Ｂ２ Ｂ２ Ｂ２ Ｂ２

ｅ

ｅ
ｐ４
５

ｐ

ｅ ｅ５５Ｌ Ｌｅ ｅ
ｐ

４
５

ｐ
ｅ

ｅ

Ｂ１＝３００ Ｂ１＝３５０（４００）

Ｎ１ Ｎ１

外
Ｐ

Ｌ
－

（
１

）
　

内
Ｐ

Ｌ
－

（
２

）Ｂ１≦２５０

Ｎ１

外
Ｐ

Ｌ
－

（
１

）
　

内
Ｐ

Ｌ
－

（
２

）

外
Ｐ

Ｌ
－

（
１

）
　

内
Ｐ

Ｌ
－

（
２

）

Ｂ≦３００

３５以上 ３５以上

ｅ
ｐ

ｅＬ ５ ｅ
ｐ

ｅ

ｅｅ ｅｐｐｅ

ＰＬ－（３）
ＰＬ－（３） ＰＬ－（２）

ＰＬ－（１） ＰＬ－（１）

Ａタイプ使用は
柱Ｄ＝２５０ｍｍ
以下とする１

Ｐ
Ｌ

－
（

２
）

エ
レ

ク
シ

ョ
ン

ピ
ー

ス

Ｎ２

Ｐ
Ｌ

－
（

１
）

Ｐ
Ｌ

－
（

３
）

４

Ｐ
Ｌ

－
（

３
）

１

Ａタイプ

（１） ボルトピッチ（Ｐ）、 （ｍｍ）ボルト穴径・最小縁端距離

（１）　　引張材の接合部で応力方向にボルトが３本以上並ばない場合の応力方向の縁端距離〔注〕

（２）　　せん断縁・手動ガス切断縁の場合の縁端距離

（３）　　圧延縁・自動ガス切断縁・のこ引き縁・機械仕上縁の場合の縁端距離

（２） ピン接合梁継手リスト

符　　号 タイプ 部　　　　　材

Ｌ

ｅ
ｐ

ｅＬ ５ ｅ
ｐ

ｅ

Ｂ１

Ｂ２ Ｂ２

ｅ
ｐ

ｐ
ｅ５ ｅ

ｐ
ｐ

ｅ

５
ｅｅｅｅ ｅｅ５ＰＬ－（２）

ＰＬ－（１） ＰＬ－（２） Ｎ－径

Ｂ≦１５０

ＰＬ－（２）

Ｎ２

Ｐ
Ｌ

－
（

１
）

ｅｅ

ｐｐ

ｅｐ
ｅ

Ｎ

（片側）

ＰＬ－（１）

ＰＬ－（１）
ＴＹＰＥ－２

Ｎ

ＰＬ－（１） ＰＬ－（２） Ｎ１－径 ＰＬ－（３）

Ｂ２

最小縁端距離　（ｅ） ピッチ　（Ｐ）
ボルト呼び 穴　径

最小 標準（１） （２） （３）

軸径　ｄ 頭径　Ｄ 頭高さ　Ｔ 溶接後の長さ　Ｌ
呼び名

ｍｍ ｍｍ ｍｍ ｍｍ

φ１３ｍｍ

φ１６ｍｍ

φ１９ｍｍ

φ２２ｍｍ

５０， ８０， １００， １３０

８０， １００， １３０， １５０

１００， １３０， １５０

８０， １００， １３０

１３．０ ２２．０ １０．０

１２．７ ２５．４ ７．９

１６．０ ２９．０ １０．０

１５．８ ３１．７ ７．９

１９．０ ３２．０ １０．０

１９．０ ３１．７ ９．５

２２．０ ３５．０ １０．０

２２．２ ３４．９ ９．５

注　（２）　羽子板とガセットプレートの接合は表に示す取付ボルトを使用し、一面せん断（支圧）接合とする
注　（１）　ｅ

２１

２
２

１

１

１

ｅ１

　　ＰＬ－６

５０－２００

５０－４００

Ｌ－５０×５０×６　＠≦６００

タテカベプレート　　６ア 受け金物　　６ア

カバープレート　　２．３ア

１０ １０

５０－４００

２２ ５０ ３４ ２６ ４０ ５０ ６０

２４ ５５ ３８ ２８ ４０ ５５ ６０

Ｍ２０

Ｍ２２

１８ ４０ ２８ ２２ ４０ ４０ ６０Ｍ１６

２６ ６０ ４４ ３０ ４５ ６０ ７０Ｍ２４

３５ ４０ ４５ ５０ ５０ ５５ ５０

２２ ２８ ２８ ３４ ３４ ３８ ３８

４．５ ９ ９ ９ ９

４．５ ９ ９ ９ ９

４７ ５２ ５９ ６６ ６６ ７３ ７０

４０ ５０ ５５ ６０ ７５ ８５ ８５

１３ １７ １７

１９ ２５ ２５

６ ６

６ ６

１０．８１

１０．６４

１００

１２．６５

１２．４６

１１５

１４．４６

１２５

１４．６５

１６．１１

１４０

２１．５

１６．３３

３２．５

１８．３３

１８．１１

１５０

２１．５

３２．５

２０．３３

２０．１１

１６５

２３．５

３７．５

２１．９９

２１．７７

１７５

２１．５

３７．５

ＴＹＰＥ－１

１

１

Ｎ１（片側）

（２）

（１）

（１）

Ｍ１２ Ｍ１６ Ｍ１６ Ｍ２０ Ｍ２０ Ｍ２２ Ｍ２０

１ １ １ １ １ ２

１

１
６

１
１

１

１

１

１

（２）（３）の標準

Ｗｔ Ｗｔ

Ｆ
ｔ

２
Ｆ

ｔ
２

－Ｆｔ
－Ｗｔ

１
１

Ｆｔ
Ｗｔ

Ｍ１２ Ｍ１４ Ｍ１６ Ｍ１８ Ｍ２０ Ｍ２２ Ｍ２４

１ ２、ｅ が確保されていれば形状は自由でよい

ＰＬ－（１）

１５０

１７５

２００

１００２５０

１１５３００

１４０３５０

１７０４００

６０

７０

８０

Ｂ１

（９０）７０

１４０

７０（９０）１５０４０ ４０

５０ ３０

ｅ３

ｅ３ １
５

ボルト止め構法 カバープレート構法

挿入筋構法 スライド構法

ｅ ｅ

ｅ ｅ

1

８

８

鉄 骨 構 造 標 準 図 (2)

図面番号S-15参照

図面番号S-15参照
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D2

定着板の形状

１－２　ナット・座金・定着板の形状寸法

エコナットの形状

Co

Bo

ナットの形状

Ho H

C

B

d1

tw

座金の形状

D1

ボルト

tb M30

M36

M42

M24

d2

距離
高さ高さ 二面幅

5027

55

65

33

38

46

Bo

22

Ho

58 24

64

75

29

34

Co

53 19

H

エコナット

66

60

56

外径

D1

78

厚さ 内径

46 53

55

65

64

75

36

B

42

C

6 31

37

43

6

9

25

d1tw

6

ナット 座金

内径 外径厚さ

3316

19

22

39

45

16

tb

27

d2

90

100

70

D2

定着板

１－１　構成部材

Ｉゾーン柱符号

質量（kg）

部品

エコプレート寸法　（mm）

Ａ C２C１ ＴＸ φd エコプレート

アンカーボルト（mm）

セット質量 L1L L2
柱形

主筋量

数量

採用
帯筋

※１　応力状態によって　I　･　II　ゾーン2種類の主筋量を標準仕様としております。詳細につきましては、ハイベース･エコの設計ハンドブックをご参照下さい。

対角
二面幅

対角

距離

（ＭＣ-ＴＬ-Ｂ１による）（ＧＣ-ＴＬ-Ｂ１による）

柱下端

アンカーボルト孔周辺に凹加工している面は、エコプレート裏面で

低水素系４９０Ｎ/ｍｍ　級高張力鋼用（JIS Z3212　D5016相当以上）

軟鋼及び490N/mm　級高張力鋼マグ溶接用ソリッドワイヤ（JIS Z3312　YGW11相当）

　　柱はエコプレートのフラット面に取り付けて下さい。

２－１　エコプレートの鉄骨柱への取り付け（柱端部に開先を設ける）

無収縮モルタルと接する面となります。

２－３　溶接施工一般

注意

Ｈ

※　柱とエコプレートの溶接は、完全溶込み溶接とし、JASS6鉄骨工事に準拠して実施して下さい。

２－１　溶接材料

被覆アーク溶接

ガスシールドアーク溶接

裏当金

エコプレート

7

。

35

2

注意

探傷は柱フランジ側から行う。

５０ｍｍ以上、はつり取り再溶接する。

（１） 有害な欠陥のある溶接部は削除して再溶接する。

（２） 溶接部に割れの入った場合には、割れの入った両端から

溶接部の検査を行う場合は、超音波探傷検査によってよい。

方　　　法

不 良 溶 接 部 の

　　 　補 　正

札幌　ＴＥＬ　０１１―２２１―６５５８

東北　ＴＥＬ　０２２―２１３―５５９５ 中四国ＴＥＬ　０８２－２４０－１６３０

北陸　ＴＥＬ　０７６―２３３―５２６０

九州　ＴＥＬ　０９２―４５２―０３４１

関西　ＴＥＬ　０６―６３９５―２１３３

関東　ＴＥＬ　０２７３―２２―９４１１

中部　ＴＥＬ　０５２－５８２－３３５６

日立機材株式会社
東京　ＴＥＬ　０３―３６１５―５４３２

http://www.hitachi-kizai.co.jp/

ＵＲＬ

ｅ≦３mm

アンカーボルト

Ａ±ｅ

Ａ
±

ｅ

ハンドブックに準拠する。

●　アンカーボルトの据付、無収縮モルタルの充填、これらの施工は

●　アンカーボルト及びナットは加熱、溶接、加工は絶対に行わないで下さい。

●　施工完了後、ハイベースエコ工法のチェックシートに工事記録を記載する。

●　本資料以外の施工方法で行った場合、日立ハイベースエコ工法の性能が発揮

●　本工法の設計・施工は、鋼構造設計規準、鉄骨工事技術指針、建築工事標準仕様書

工事、鉄筋コンクリート構造計算基準・同解説および日立ハイベースエコ工法設計

！注意
日立機材が定めた認定業者が行う。（日本建築センターの評定で義務づけられています）

できなくなります。

ＪＡＳＳ ６ 鉄骨工事、建築工事標準仕様書・同解説 ＪＡＳＳ ５ 鉄筋コンクリート

１．工法概要・各部品寸法 ２．工場加工

３．検査

４．

６．現場施工

７．本工法の施工

120

５．鉄筋の定着長さ（最小値）

ゾーン

エコプレート

※ アンカーボルトがコンクリートに被覆されない場合は、二重ナット等の戻り止め処置が必要です。

※ アンカーボルトはシングルナットとしておりますので、ゆるみ止めの処置として、土間コンクリートで被覆して下さい。

専用ブラケット

アンカーボルト４本タイプの設置例

ピンアンカー13

捨てアングル12

L

L
2

L1

5 中心塗り部分モルタル

定着板

ナット

9

10

8

形板

ブレース7

6

△基礎天端

▽エコプレート下端

▽被覆コン天端

無収縮モルタル4

3

アンカーボルト

エコナット

1

2

A
T

C
1

1
5 X X

φd

▽被覆コン天端

アンカーボルト８本タイプの設置例

アンカーボルト径　M30・M36 アンカーボルト径　M42

L2

L

L
2

△基礎天端

▽エコプレート下端L
1

▽被覆コン天端

△基礎天端

L

L
1

▽エコプレート下端

C1A C2

T

X15 X

C2

φd

C1

A

C1

A

基礎柱形主筋定着長さを参照下さい。

●　鉄筋の定着長さについては、

ハイベースエコ工法設計ハンドブックの

定着長さ(下部）

定着板

基礎柱形主筋

アンカ－ボルト

定
着
長

さ
(
上

部
）

柱サイズ 板厚範囲

ハイベース・エコ
基礎天端～

捨てコン天端

h

※1

※2　表中の帯筋量は　　I　ゾ－ンの仕様です。　II　ゾ－ンの場合はD13@100となりますのでご注意下さい。

型式 長さ（mm）

鉄筋の定着

エコプレ－ト下端～

土間コン天端

C

C
5
0

h

5
0

C
h

※ 中心部モルタルの厚さは50mmを標準寸法としてます。

8-D16(SD295)

8-D19(SD345)

8-D19(SD345)

8-D16(SD295)

8-D16(SD295)

16-D22(SD345)

12-D19(SD345)

12-D19(SD345)

12-D19(SD345)

16-D22(SD345)

8-D19(SD345)

12-D19(SD345)

16-D22(SD345)

16-D25(SD345)

20-D25(SD345)

16-D25(SD345)

24-D25(SD345)

16-D25(SD345)

24-D25(SD345)

16-D25(SD345)

16-D22(SD345)

310

290

390

360

340

410

450

460

500

460

410

520

550

590

560

510

600

610

640

660

690
□450

□400 EP400-8-36

EP400-8-42

EP450-8-36

EP450-8-42

□350 9～22

9～25

□250

□300 6～22

6～16

EP300-8-30

EP300-8-36

EP350-8-36

EP350-8-30

EJ350-4-30

EP350-8-42

EP400-8-30

EJ250-4-24

EJ250-4-36

EP250-8-30

EJ250-4-30

EJ300-4-36

EJ300-4-30

□200

□175

□150

4.5～12

6～12

4.5～12 EJ150-4-24

EJ200-4-24

EJ200-4-30

EJ175-4-24

50

60

60

50

400

390

350

340

580

570

530

520

173.5

160

173.5

160

225

146

193

57

57

50

50

171

377152

150

93

93

343

264

239

190

170

190

170

1080 150

1080

925

925

150

127

127

840

840

720

720

1120以上

890以上

1120以上

890以上

□890

□840

□880

□830

32

50

50

50

50

40

40

40

45

60

50

50

45

142410 260

－

290

300

310

240

360

460

480

470

510

420

420

142

173.5

160

142

72

160

－

－

－

－

－

210360

370

370

310

320

320

142

70

67

59

70

67

153559844

164

123

128

10744

57

44

50

44

50

85

102

16356

148

56

92

312

184

215

25

92

110

194

8044

50

44

83

66

44

50

38

53

66

38

13555

40

24

123

90

24

39

16

77

105

54

32

32

40

32

－

－

－

－

230

270

260

210

59

67

59

59

38

44

38

29

41

24

38 21

16

24

16

45

65

40

16 37

160

190

170

160

150

170

160

170

150

160

170

130

150

600120800

115800

1080

800

925

150

115

127

580

925

110

127

600

840

600

720

400

720

120800

690

580

127

110

580

690

550

110

127

87

600

480

400

400

480

400

□690770以上

770以上

890以上

1120以上

770以上

600以上

890以上

□750

□800

□810

□800

□710

□720

770以上

600以上

650以上

600以上

600以上

650以上

□650

□690

□650

□600

□600

□580

150

130

130

130

550

580

550

87

110

87

550 87

400

400

400

400

550以上

600以上

600以上

550以上

□520

□550

□490

□470

32-D25(SD345)

24-D25(SD345)

32-D25(SD345)

24-D25(SD345)

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

750

630

630

750

16-D19(SD345)

20-D22(SD345)

20-D19(SD345)

12-D19(SD345)

20-D22(SD345)

20-D19(SD345)

16-D19(SD345)

16-D19(SD345)

32-D25(SD345)

24-D25(SD345)

20-D22(SD345)

24-D25(SD345)

20-D22(SD345)

510 D13@150

D13@100

D13@150

D13@150

D13@100

D13@150

D13@100

480

700

620

450

310

630

D13@150

D13@150

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

510

370

310

300

380

310

16-D19(SD345)

16-D16(SD295)

16-D16(SD295)

16-D16(SD295) D13@150

D13@150

D13@150

D13@150※2

250

310

240

260

9～22

9～25

9～25

9～22

○190.7○216.3 4.5～12.7 8-D16(SD295)360ER200-4-24 40240 － 79 38 41 16 57 140550 89 400 600以上 □500 16-D16(SD295) D13@150250

○267.4 8-D16(SD295)3606.0～16 ER250-4-24 40280 － 59 38 41 16 57 140550 89 400 600以上 □540 16-D16(SD295) D13@150240

○318.5 6.0～16
ER300-4-24 410 330 － 59 40 38 53 16 69 550 89 400 140 600以上 □610 8-D19(SD345) 12-D19(SD345) 290 D13@150

ER300-4-30 320410 － 67 50 44 66 24 90 580 110 400 160 600以上 □610 16-D19(SD345)12-D19(SD345) 290 D13@100

6.0～19○355.6
ER350-4-30 460 340 － 82 40 44 66 24 90 580 110 400 150 600以上 □620 12-D19(SD345) 16-D19(SD345) 290 D13@100

ER350-4-36 460 340 － 85 50 50 83 40 123 690 127 170480 650以上 □640 12-D22(SD345) 16-D22(SD345) 380 D13@100

6.4～22○406.4

6.4～19○457.2

ER400-8-36

ER450-8-36

ER450-8-30

ER400-8-30

590

590

560

550 430

460

470

500

280

280

320

320

157

142

180

160

45

60

50

60 50

44

50

44 107

164

123

164

55

92

56

93

162

256

179

257

925

800

800

925

115

127

127

120

600

720

720

600

160

180

180

160

770以上

890以上

890以上

770以上

□720

□760

□800

□760

16-D22(SD345) 20-D22(SD345)

16-D25(SD345) 24-D25(SD345)

16-D25(SD345) 24-D25(SD345)

16-D22(SD345) 20-D22(SD345)

620

510

510

600

D13@100

D13@150

D13@100

D13@150

円形鋼管柱用

φ１９０．７～

φ４５７．２用

角形鋼管柱用

□４５０×４５０用

□１５０×１５０～

ＭＢＬＴ－００４５

ＢＣＪ評定－ＳＴ００５９－０４

日本建築センター評定

ＭＢＬＴ－００４６

2011/4

ＭＢＬＴ－００４４

ＭＢＬＴ－００４３

ＭＢＬＴ－００４２

準

施

標
工

計
設

工
法

の時に可

tm=30mmは柱断面が□300、○300以下

●　h寸法は、左下図を参照下さい。

150mm≦a≦300mmかつ柱寸法D以下

●　中心塗り部分モルタル(a)のサイズは

90mm以上

h

中心塗り部分モルタル

tm

エコプレート

角形・円形鋼管柱

D

a

｜

コ

ス
エ

ハ
イ
ベ

立
日

鋼材の種類、板厚により必要に応じて適切な予熱を行う。

角形鋼管

４０ｍｍ

予　熱

４０ｍｍ

対辺ごとに溶接を行う。柱フランジ

４０ｍｍ

１

組立溶接

４

１パスごとに全周溶接

を行う。

３

円形鋼管

１．組立溶接

組立溶接

２

角形鋼管

２．本溶接手順

円形鋼管

角形・円形鋼管柱

(材質：SD295)

(自動ロボット溶接の場合は

これによらない）

エコプレート裏面

１－３　エコプレート・アンカ－ボルト・エコナット・ナット・座金・定着板の規格

立ちアングル11

規格

項目

備考

構成部品 エコプレ－ト アンカ－ボルト※ エコナット※ 定着板座金※ナット※

JIS G3136

SN490B

大臣認定取得材（HAB)

降伏比0.7以下

大臣認定取得材

-

JIS B1181(六角ナット）

強度区分5

JIS G3106

SM490A

JIS G3101

SS400

※アンカ－用ボルトセットとして国土交通大臣認定を取得しています。

国土交通大臣認定

20-D25(SD345) 32-D25(SD345) 730 D13@100□7501120以上19084015010802841461385760173.5250430540EP300-8-42

em em

●  tmは50mmを標準とし、30mmを最低とする。

●  ベ－ス下面(周辺）モルタル幅(em)のサイズは

em≧30mmとする。

ベ－ス下面(周辺）モルタル

開先形状は参考

新潟　ＴＥＬ　０２５―２４１―０８８９

横浜　ＴＥＬ　０４５―５４８―９８８１

テクニカルセンター

　　　ＴＥＬ　０３―３６１５―５４３５

2

2

標準据付寸法・中心塗り部分とベ－ス下面(周辺）モルタル規格

●　架台は捨てコンクリ－トに、ピンアンカ－で固定する。

●　アンカーボルトボルトの据付精度は下記を目標とする。

●　柱脚部の捨てコンクリ－トの厚さは、９０ｍｍ以上とし、表面は平滑に仕上げる。

５－５　建方

５－３　配筋及び基礎コンクリート打設

５－４　中心塗り部分モルタル施工

５－６　アンカーボルトの締め付け

締め付けトルクの目安は以下のとおりとする。

平面：ｅ≦３mm

高さ：基準高さよりの誤差は-３mm～+１０mm

５－１　基礎工事

５－２　アンカーボルトの据え付け

φ24は100N･m、φ30～42は200N･m

５－７　無収縮グラウト材の注入

●　グラウト材は、ＮＸ２０００またはこれらと同等以上の無収縮モルタルを注入する。
●　注入方法はヘッド圧工法による

基礎柱形標準仕様(Fc21の場合)

SC4 2

SC2 10

2SC1

SC3 3

井上　政幸

一級建築士　大臣登録第137845号

構造設計一級建築士登録第741号

１３－１２８ｓ

七ヶ浜町防災拠点施設（生涯学習センター）整備工事
平成２６年度



図 面 番 号

図面名 図 面 種 別受託番号 日付：

製 図担 当検 図設計部長
設計図

2014年2月28日

会 社
株 式 一級建築士事務所松下設計仙台支社

管理建築士　苣木　義男

宮 城 県 仙 台 市 青 葉 区 一 番 町 一 丁 目 1- 8

宮城県知事登録
第12110229号

（一級建築士登録 150863号）

Ｔ Ｅ Ｌ  0 2 2 ( 2 1 7 ) 4 0 1 8 (代 )Ｆ Ａ Ｘ  0 2 2 ( 2 1 7 ) 4 1 2 8

増築棟

ＱＬデッキ合成スラブ設計・施工標準
Ｓ

井上　政幸

一級建築士　大臣登録第137845号

構造設計一級建築士登録第741号

施　
　
　
　

工

ＱＬデッキ　

ＱＬセルラー

□ＱＬ９９-７５ □1.6

□1.2
□1.6

□ＧＫＸ-５０
□ＧＫＸ-７５

材料／デッキプレート

材料／コンクリート

接　　　合

【単純支持合成スラブ】

耐　　　火

特　　　記

焼抜き栓溶接

アクセサリー

施工順序

スラブの配筋 耐火仕様の配筋

開口部補強案

検　　　　査

［ISO 9001認証取得］

材料／溶接金網・異形鉄筋

デッキプレート幅方向

デッキプレートスパン方向

デ ッ キ プ レ ー ト と 梁 と の 接 合敷　込　み

FP060FL-9095

FP120FL-9107

デッキプレート種類　　 　　　板厚(mm)                   表　面　処　理

端部加工

□無し

□裏面防錆処理(一次塗装) ＱＬプライマー(P)

□ZAM(高耐食溶融めっき鋼板) [ □K27   □K35 ]
□無し(                                     )

 種  　　　     類

 設 計 基 準 強 度

 □ 異 形 鉄 筋

 □普通コンクリート　　　　　□軽量コンクリート

　□Ｄ１０-＠２００　　　□（　　　　　　　　）

 支 保 工 有 無  その他：

ＱＬ９９-５０ ＱＬ９９-７５

敷込み仮止め溶接

溶接金網敷込み

コンクリート打設

検　　査

[1]設計上の留意点

[2]施工上の留意点

大梁上の補強例

柱廻りの補強例

３）ｗ＞600mmの場合

２）ｗ:600mm以下  Ｌ:900mm程度以下

Ａ部 Ａ部 Ｃ部 Ｂ部

Ｂ部 Ｄ部 Ｄ部

Ｅ部 Ｆ部 Ｇ部

ｂ部 ｃ部

ｄ部 ｃ部

ｅ部 ｅ部

2

2

□

2

　ＪＩＳ Ｇ ３３５２に定めるＳＤＰ１Ｔ、ＳＤＰ２、ＳＤＰ２Ｇ　 　材　　質　　

２ ２

※ 1

※ 1

※ 1

※ 1

※ 1

※ 1

※ 1※ 1

※ 1

※ 2

※ 2

※ 2

※ 2

壁
溶接金網又は異形鉄筋

コンクリート クローサー

５０ｍｍ以上
梁耐火被覆

焼抜き栓溶接、頭付きスタッド
又は打込み鋲

壁
焼抜き栓溶接、頭付きスタッド
又は打込み鋲

梁耐火被覆

ＱＬデッキ

梁耐火被覆用面戸

溶接金網又は異形鉄筋

ＱＬデッキ

焼抜き栓溶接、頭付きスタッド
又は打込み鋲

梁耐火被覆

コンクリート
溶接金網又は異形鉄筋

ＱＬデッキ梁耐火被覆 梁耐火被覆

梁耐火被覆

焼抜き栓溶接、頭付きスタッド
又は打込み鋲

溶接金網
又は異形鉄筋Ｄ１０＠２００以下

コンクリート

焼抜き栓溶接、頭付きスタッド
又は打込み鋲

ｍｍ200  　以下
50    以上ｍｍ

梁耐火被覆
φ４－１３　＠６００以下

この部分の小口は塞がない！

クローサー

５０ｍｍ以上

焼抜き栓溶接、頭付きスタッド
又は打込み鋲

焼抜き栓溶接又は打込み鋲

焼抜き栓溶接、頭付きスタッド
又は打込み鋲

（フラッシング）現場切断

クローサー
梁耐火被覆

焼抜き栓溶接、頭付きスタッド
又は打込み鋲

梁
焼抜き栓溶接、頭付きスタッド
又は打込み鋲

柱

焼抜き栓溶接又は打込み鋲
φ４－１３　＠６００以下

クローサー

溶接金網
Ｌ1

３
０

横筋 ＱＬデッキ

φ６-１５０×１５０は２００ｍｍ以上

１５０ｍｍ以上
耐火補強筋Ｄ１３

単純支持

１５０ ＱＬデッキ(単純支持)
耐火補強筋 Ｄ１３１５０

(単純支持)
ＱＬデッキ１５０ＲＣ梁、ＳＲＣ梁

スパン                      スパン

連続支持
合成スラブ 合成スラブ

耐火補強筋Ｄ１３
コンクリートのかぶり４０ｍｍ

溶接金網又は異形鉄筋

スペーサー＠１.０ｍ以下

Ｌ2

φ６-１００×１００は１５０ｍｍ以上

３
０

異形鉄筋Ｄ１０-＠２００以下

４
０

１５０  ８５０ ＱＬデッキ(連続支持)

ＲＣ梁、ＳＲＣ梁              鉄骨梁

スパン                      スパン
１５０

８５０  １５０ Ｄ１３、長さ１.０ｍ
端部補強筋

８５０

ＱＬデッキ
(連続支持)

溶接金網の重ね代Ｌ1:1メッシュと５０ｍｍ以上

異形鉄筋の重ね代Ｌ2：４５Ｄ以上

コンクリート表面よりのかぶり厚さが３０ｍｍ

になるようレベル保持し、全面に配筋する。

Ａ）大梁小梁共にＳ造の場合 Ｂ）大梁小梁共にＲＣ又はＳＲＣ造の場合

・ＱＬデッキが単純支持となる場合、耐火補強筋を配筋する。配筋はＪＡＳＳ５鉄筋コンクリート工事による。

・耐火補強筋、端部補強筋共、梁へ１５０ｍｍ以上定着させる。梁上で定着が１５０ｍｍとれない場合は、
　Ｌ型に曲げて１５０ｍｍ以上を確保する。

耐火補強筋が必要。
ＱＬデッキが単純支持となる場合、 ＱＬデッキは単純支持、耐火補強筋が必要。

Ｃ）大梁がＲＣ又はＳＲＣ造、小梁がＳ造の場合

２スパン                     １スパン 開口部
１スパン

開口部

Ｇ

外
周

部
大

梁 小
梁

Ｈ

外周部大梁

Ｃ

大
梁

小
梁

ｂ

大
梁

大梁ｅ

ｃ

 梁との間に隙間がある場合

 柱廻り

クローサー

溶接金網または異形鉄筋
梁に定着

普通コンクリート

ＲＣ梁またはＳＲＣ梁

普通コンクリート

耐火補強筋 ３０３０ ＱＬデッキ

溶接金網又は異形鉄筋

ＲＣ梁又はＳＲＣ梁

 ブラケット支持

耐火補強筋

４
０

１０

ＱＬデッキ

ＲＣ梁またはＳＲＣ梁

アークスポット溶接 又は
打込み鋲 ＠６００以下

耐火補強筋

ＳＲＣ梁

３０ｍｍ以上

１０

耐火補強筋

Ｌ

耐力補強筋

Ｌ

40
d

ワイヤーメッシュ（φ６－１５０×１５０またはφ６－１００×１００）

ＲＣ梁又はＳＲＣ梁

普通コンクリート

溶接金網又は異形鉄筋
（梁に定着）

ＱＬデッキ１０
フラッシング

ＲＣ梁またはＳＲＣ梁

 柱廻り（ａ－ａ断面） 柱廻り納まり

３０ｍｍのみ込み

梁幅

ａａ

１０ｍｍ以上
梁幅 ＱＬデッキ 柱型枠

フラッシング

  A)開口間隔≧３×開口径
１）開口がφ１５０程度の場合

B)開口間隔＜３×開口径

開口補強筋Ｄ１３

開口補強筋Ｄ１０

C)開口が連続している場合
連続する開口の開口群(仮想開口)と
見なし、その開口部の大きさにより、
2)又は3)に準じて補強を行う

仮想開口

開口補強筋Ｄ１０
耐力補強筋 ２）に準ず

ｗ

耐力補強筋
ｗ

開口補強筋Ｄ１０

開口部

ａt＝

Ｍ：開口によって生じる隣接スラブの増加曲げモーメント

ａd又はａtの大きい方
耐火補強筋ａd＝１.２７×(１＋ｎ／２)ｃｍ（単純支持）
耐力補強筋ａt＝Ｍ／(ｆt×ｊ)ｃｍ

ｎ：FP060FL-9101、FP120FL-9113の耐火仕様で
　　要求されるＤ１３耐火補強筋が切断された
　　場合の切断された耐火補強筋の本数

小梁補強
コンクリート箱抜き
コンクリート硬化後

開口部

ｗ

Ｌ開口補強筋Ｄ１３

開口補強筋Ｄ１０

開口
部

Ｍ
ｆt･ｊ

ｗ

≧４０･Ｄ

コンクリート：設計基準強度１８Ｎ/mm 以上の普通コンクリート、及び、軽量コンクリート（１種･２種）

溶接金網又は異形鉄筋
（Ｄ１０－＠２００）

床、１時間耐火

床、２時間耐火

普通コンクリート

軽量コンクリート

普通コンクリート

軽量コンクリート

３
０

コンクリート厚さ

または異形鉄筋（Ｄ１０以上、＠２００以下）　（床全面敷設）

３０

１５０ ８５０
ＱＬデッキ

スパン スパン

ＱＬ９９－５０

ＱＬ９９－７５

ＱＬ９９－５０

ＱＬ９９－７５

ＱＬ９９－７５

ＱＬ９９－５０

ＱＬ９９－５０

ＱＬ９９－７５

３.０ｍ 以下 算出式 注５)Ａ 参照

算出式 注５)Ｂ 参照

算出式 注５)Ａ 参照

算出式 注５)Ｂ 参照

算出式 注５)Ａ 参照

算出式 注５)Ｂ 参照

算出式 注５)Ａ 参照

算出式 注５)Ｂ 参照

５,４００N/m 以下

５,４００N/m 以下

４,４００N/m 以下

９０ｍｍ 以上

８５ｍｍ 以上

Ｄ１０－＠２００

φ６－１００x１００

Ｄ１０－＠２００

φ６－１００x１００
９５ｍｍ 以上

９０ｍｍ 以上

９５ｍｍ 以上

φ６－１５０x１５０

φ６－１００x１００

φ６－１５０x１５０８０ｍｍ 以上

９０ｍｍ 以上

８０ｍｍ 以上
３.４ｍ 以下

３.６ｍ 以下

３.０ｍ 以下

３.４ｍ 以下

２.７ｍ 以下

３.４ｍ 以下

３.６ｍ 以下

２.７ｍ 以下

３.４ｍ 以下

３.６ｍ 以下

普通又は軽量コンクリート
端部補強筋Ｄ１３、長さ１.０ｍ

焼抜き栓溶接、打込み鋲
又は頭付きスタッド

５０

耐火補強筋  ：Ｄ１３（デッキプレート各溝＠３００）
溶接金網又は異形鉄筋

算出式 注５)Ａ 参照

算出式 注５)Ｂ 参照

算出式 注５)Ａ 参照

算出式 注５)Ｂ 参照

算出式 注５)Ａ 参照

算出式 注５)Ｂ 参照

算出式 注５)Ａ 参照

算出式 注５)Ｂ 参照

φ６－１００x１００

φ６－１５０x１５０

普通コンクリート

軽量コンクリート

普通コンクリート

軽量コンクリート

８０ｍｍ 以上

９５ｍｍ 以上

９０ｍｍ 以上

８５ｍｍ 以上

ＱＬ９９－５０

ＱＬ９９－７５

ＱＬ９９－５０

ＱＬ９９－７５

ＱＬ９９－５０

ＱＬ９９－７５

ＱＬ９９－５０

ＱＬ９９－７５

２.７ｍ 以下

３.４ｍ 以下

２.７ｍ 以下

３.４ｍ 以下

２.７ｍ 以下

３.４ｍ 以下

２.７ｍ 以下

３.４ｍ 以下

（Ｄ１０－＠２００）

床、１時間耐火

FP060FL-9101

床、２時間耐火

FP120FL-9113

耐火補強筋  ：Ｄ１３（デッキプレート各溝＠３００）

床、１時間耐火
FP060FL-9101

床、２時間耐火
FP120FL-9113

溶接金網又は異形鉄筋
（Ｄ１０－＠２００）

普通コンクリート

普通コンクリート φ６－１００x１００

φ６－１５０x１５０
算出式 注５)Ａ 参照

算出式 注５)Ｂ 参照

算出式 注５)Ａ 参照

算出式 注５)Ｂ 参照

ＱＬ９９－５０

ＱＬ９９－７５

ＱＬ９９－５０

ＱＬ９９－７５ ３.４ｍ 以下

２.７ｍ 以下

３.４ｍ 以下

２.７ｍ 以下
８０ｍｍ 以上

９５ｍｍ 以上

９０ｍｍ 以上

コンクリート厚さ

ワイヤーメッシュ（φ６－１５０×１５０またはφ６－１００×１００）

ＱＬデッキ

３
０

３
０

４
０

耐火補強筋 Ｄ１３

耐火補強筋 Ｄ１３

３０ ３０

普通又は軽量コンクリートまたは異形鉄筋（Ｄ１０以上、＠２００以下）　（床全面敷設）

又は頭付きスタッド

コンクリート厚さ３
０

焼抜き栓溶接、打込み鋲

耐火補強筋 Ｄ１３ ＱＬデッキ ５０

注１）スパンとは鉄骨梁の場合デッキプレートを支持する梁の中心間距離、鉄筋コンクリート梁の場合梁内法寸法をいう。
注２）スパンが３.４ｍを超える場合は、合成スラブと梁とは頭付きスタッド（軸径１６ｍｍ以上、ピッチ３００ｍｍ以下）で結合する。
注３）鉄骨梁の場合、梁との接合は焼抜き栓溶接、打込み鋲、または頭付きスタッドを用いる。
注４）梁の耐火被覆  梁に１、２または３時間の耐火性能が要求される場合は、それらに応じ耐火被覆を施す。
注５）許容積載荷重Ｗ　算出式

［Ａ］ＱＬ９９－５０                                   ［Ｂ］ＱＬ９９－７５

　：支持スパン（ｍ）

Ｗ＝５,４００ｘ（　　　）　かつ９,８００ Ｎ/m　以下 Ｗ＝５,４００ｘ（　　　）　かつ９,８００ Ｎ/m　以下
22 ３.４２.７

※許容積載荷重は、床にかかる全荷重(仕上げ荷重も含む)から床荷重(デッキプレートとコンクリートの自重)を差し引いた値を示します。

付帯条件
 連続支持合成スラブの場合、デッキプレートは２スパン以上にわたって連続的に小ばり等によって、ほぼ等間隔に支持されるものとする。

（ □１種　　□２種 ）

 ＪＩＳ Ｇ ３５５１

 ＪＩＳ Ｇ ３１１２、３１１７

ｍｍ

上欄内の採用項目に ﾚ を記して下さい。

大梁上 大梁上

「ＱＬデッキ設計マニュアル」に基づいて決定する。

Ａw ＝　　　　　　×１０００ｍｍ かつ６００ｍｍ 以下１.５Ｑa
DＱ

Ｑa：焼抜き栓溶接１個当たりの長期許容せん断力（Ｎ）
Ｑ ：設計最大せん断力(Ｎ/m)D 板厚　　 　　　　Ｑa (Ｎ)

１.２　  　　　４,９００
１.６　７,３５０(SPW)、６,８６０(A.P.W)

（注）接合に頭付きスタッドを用いる場合、焼抜き栓溶接は不要

焼抜き栓溶接 Ａw

大梁

フラッシング

クローサー

Ｗ（１００～２５０） ２５

13
.5

ハンガー金具
（ＱＬデッキ下溝を利用する天井インサート用金具。）

スペーサー

　高さ確保用。）

４
０

（ＱＬデッキ割付の幅調整に用いる。）

（ＱＬデッキの小口ふさぎに用いる。）

１８５

２
８

１）頭付きスタッド
２）打込み鋲
３）焼抜き栓溶接

□事前検査

□溶接後の外観検査

□不良部の補修

Ａ.Ｐ.Ｗの場合：重ね溶接して補修する。

【そ　の　他】

Ａ.Ｐ.Ｗ：試し溶接を行って溶接径を確認する。

ＳＰＷ　の場合：スラグ除去後、梁にデッキプレートを密着させて再溶接する。
　　　　　　　　不具合箇所に溶着金属を流し込む要領で補修。

　　した時の溶接棒の消費長さが４５～５３mmであること。
　　アーク長さを約３mmに保持し、１０mm程度の円を描いて１０秒間溶接
2) 溶接棒の消費長さによる確認　　　未使用の規定の溶接棒を用いて、

1) 溶接箇所の確認　　2) 焼き切れ、余盛り不足の有無
3) 標準余盛り径　SPW；18mm以上　A.P.W；25mm±3

【焼抜き栓溶接（ＳＰＷ）及び自動焼抜き栓溶接（Ａ.Ｐ.Ｗ）】

      直射日光が当たる屋上は、散水養生は必須。
    4)打込み後初期には散水や養生シート等で湿潤養生を行う。
    3)コンクリート打込み後１週間は載荷作業を行わない。歩行程度は可。
    2)溶接金網の位置－かぶり厚さ30mm－を確保する。(補強筋は溶接金網より下に配筋する)

       ベースコンクリートスランプ　10cm 　スランプ 15cm
       高性能ＡＥ減水剤

       単位水量　175リットル/ｍ 以下
    1)水セメント比を小さくする。

    5)打込み後４～７日間はスラブに振動や荷重を加えないようにし、充分な養生期間を設ける。

ＱＬデッキ

ひび割れ

柱

400mm以上

400mm以上

補強筋D10@200

補強筋(D13)

柱

10
0m
m

ひび割れ

3

2

2

2

注2)

注2)

注2)2

ＱＬデッキが連続支持となる場合、ＲＣ又はＳＲＣ造の大梁部側では端部補強筋を配筋する。

Ａw：焼抜き栓溶接ピッチ

小梁上(リップ部分はメスリップ側を溶接） 小梁上(リップ部分はメスリップ側を溶接）

亜鉛めっき Ｚ２７限定

 厚さ(QLデッキ山上)

（ワイヤーメッシュの

QLデッキと梁との接合

(1)ＱＬデッキ相互の嵌合状況　　(2)溶接金網の敷込み状況　　(3)開口部の補強状況

ＱＬデッキを切断

すみ肉溶接又はドリルねじ
φ４－１３　＠６００以下

QLデッキ切断、柱へののみ込みなし

コンクリート止め 木材等
QLデッキ柱廻り切り欠き柱へののみ込みなし

ＱＬデッキ受け材

すみ肉溶接又はドリルねじ
φ４－１３　＠６００以下

 内部大梁、小梁 ＱＬデッキスパン方向  建物外回り ＱＬデッキ幅方向

 建物内部大梁 ＱＬデッキ幅方向

柱廻りＱＬデッキ切欠き

QLデッキ端部 小口塞ぎ

又はドリルねじ
すみ肉溶接

 ＱＬデッキを離した場合

 外周梁 ＱＬデッキ幅方向  ＱＬデッキを突き合わせた場合

ＱＬデッキ

ＱＬデッキ受材

・耐火補強筋・端部補強筋が必要な場合、ＱＬデッキの各溝中央部にかぶり４０ｍｍで配筋する。

すみ肉溶接又はドリルねじ

 梁継手部 ＱＬデッキスパン方向  梁継手部 ＱＬデッキ幅方向

現場切断（ＱＬデッキ）

QLデッキ受材ＦＢ６５×６等
(APWの場合 ＦＢ６５×９等)

 ＱＬデッキを連続にした場合

 外周梁 ＱＬデッキスパン方向１  外周梁 ＱＬデッキスパン方向２

ＱＬデッキ高さ ＱＬデッキ高さ

ＱＬデッキ（めっきまたは防錆処理）

耐 火 時 間     コンクリート種類    　品　　名　   支持スパン  コンクリート厚さ                            許容積載荷重

ＱＬデッキ（めっきまたは防錆処理）

ＱＬデッキ高さ

耐 火 時 間      コンクリート種類    　品　　名　   支持スパン  コンクリート厚さ                            許容積載荷重

耐 火 時 間      コンクリート種類    　品　　名　   支持スパン  コンクリート厚さ                            許容積載荷重

墨　出　し
 １）墨出し線に合わせて１枚目のデッキプレ
　　 ートを仮止め溶接した後、順次適当な枚
 　　数(５～１０枚)ごとに仮止め溶接する。
 ２）各大梁上にデッキプレートの溝部が乗る
 　　ように敷込む。

 　　デッキプレート幅方向のかかり代は、
 　　５０ｍｍ以上あることを確認する。
　　（頭付きスタッドの場合は３０ｍｍ以上）
 ３）デッキプレート長手方向の大梁のかかり
 　　代は、５０ｍｍ以上あることを確認する。

 １）デッキプレートは梁型枠に釘止めする。
 ２）デッキプレートの梁型枠へののみ込み代
 　　が幅方向１０ｍｍ以上、長手方向が３０
 　　ｍｍあることを確認する｡

鉄骨梁の場合

ＲＣ梁またはＳＲＣ梁の場合

事前にご相談下さい。
納期が必要ですので

1) 検流計での計測
ＳＰＷ：適正な溶接を行うため下記1)または2)の方法で電流値をチェックする。

連　続　支　持

単　純　支　持

そ　　の　　他
 □指定なし

 □（　　　　　　　　　　　　　　　　）□（　　　　　　　　　　　　　　　　）

 □（　　　　　　　　　　　　　　　　）□（　　　　　　　　　　　　　　　　）

１　時　間　　　　　　　　　　　　　　２　時　間

□打込み鋲      　 接合箇所は特記による

□頭付きスタッド             □φ１３　□φ１６　□φ１９　□φ２２

□そ　　の　　他

JIS B 1198 各長さ・ピッチは特記による

（４）溶接工の資格

（５）手順・要領

JIS Z 3801、JIS Z 3841 における基本級の有資格者

右の１～４の順に行う。
注１.デッキプレート　板厚１.２、１.６ｍｍ　表面条件：Ｚ１２、Ｚ２７、裏面塗装
　２.ＣＯ2ガス流量：２０㍑／分以上

梁フランジ板厚：６mm以上
溶 接 電 流　 ：１９０～２３０Ａ(標準２１０Ａ)

（２）溶接棒
JIS Z 3211のE4316、E4916 に定める低水素系被覆アーク溶接棒で
棒径４mmφのもの

（３）標準溶接条件 QLデッキ板厚

１.２ｍｍ

１.６ｍｍ

梁フランジ板厚 電流（Ａ） 電圧（Ｖ） アークタイム（秒）
３.０～４.０×１度打ち
３.０～４.０×２度打ち
３.５～４.５×１度打ち
４.０～４.５×２度打ち

３００～３２０
３００～３２０
３００～３２０
３００～３２０

３３～３５
３３～３５
３４～３６
３４～３６

６～９ｍｍ未満
９ｍｍ以上

６～９ｍｍ未満
９ｍｍ以上

発電機の場合　　３５ＫＶＡ以上　３相　２００Ｖ
（１）一次側電源の必要容量：仮設電力の場合　１８ＫＶＡ以上　３相　２００Ｖ

（２）ワイヤの種類と直径　：ＹＧＷ　１１、１２　φ１.２ｍｍ
（３）標準溶接条件：下表

４     整　　形 上げる。スラグを除去して仕上がりを確認。

なぞるように円中央へ２～３回転しながら運棒。
溶接棒を梁上まで押し込み、焼抜きの内側を

１    アーク発生

３  押し込み・溶着

工　　程                 手　　順　・　要　　領

QLデッキを梁になじませ(隙間２mm以下)溶接棒を
QLデッキに垂直にしてアークを発生させる。

溶接棒を若干引き上げてアークを飛ばし、
径10㎜弱で"の"の字を描いてQLデッキを焼抜く。２  QLデッキ焼抜き

１）頭付きスタッド
　　施工は、JASS6「鉄骨工事」による。
　　デッキプレートと梁とはアークスポット溶接等で接合する。

３）焼抜き栓溶接
　　国土交通省告示第３２６号(平成14年4月16日制定)及び国土交通省告示第６０６号(平成19年6月20日改正)の
　　第２接合ハ(4)焼抜き栓溶接に基づく下記仕様による。（梁フランジの表面処理条件；黒皮または一般錆止め塗装）

２）打込み鋲
　　施工は打込み鋲製造業者の施工要領による。
　　施工の仕様等については別途製造業者へご確認下さい。

焼抜き栓溶接［ＳＰＷ］ アーク手溶接 自動焼抜き栓溶接［Ａ.Ｐ.Ｗ］ ＣＯ2アークスポット溶接

溶接時間の目安；電流値２１０Ａ(標準)の場合８秒程度

溶着金属を整え、中央部でそっと溶接棒を引き

（１）溶接機
交流アーク溶接機 ＡＷ２５０Ａ以上　エンジン溶接機 ２３０Ａ以上

　 　　日本ヒルティ(株)、　日本ドライブイット(株)

支  持  梁  ：鉄骨(S)梁　        コンクリート：設計基準強度１８Ｎ/mm 以上の普通コンクリート、及び、軽量コンクリート（１種･２種）

支持梁：鉄筋コンクリート(RC)梁又は鉄骨鉄筋コンクリート(SRC)梁の場合　　コンクリート：設計基準強度１８Ｎ/mm 以上の普通コンクリート

2

ＲＣ梁又はＳＲＣ梁 Ｓ梁

Ｓ梁

デッキプレートと梁の納まり〔S梁〕

 ＱＬデッキを離した場合

ＱＬデッキ

耐火認定適用の場合は「耐火仕様の配筋」参照

Ｂ･Ｈ部

その他の納まり・参考例等については、ＱＬデッキ施工マニュアルまたは別途『納まり図』(技術資料CADデータ収録)を参照下さい。

□２０１１／１１／１６／Ａ１－ＭＰＺ／Ａ□

■ＱＬ９９-５０ ■ｴﾝｸﾛ有り
■1.2 ■亜鉛めっき   　  　　　   [ ■Z12　 □Z27 ]

 □１８　　　　　□２１　　　　　■（ ２４ ）Ｎ／ｍｍ

 ■ 溶 接 金 網

■焼抜き栓溶接     下記焼抜き栓溶接の項による

 ■ 無    □ 有 

 ■ＦＰ０６０ＦＬ－９０９５            □ＦＰ１２０ＦＬ－９１０７

 ■ＦＰ０６０ＦＬ－９１０１            □ＦＰ１２０ＦＬ－９１１３

ＱＬデッキ合成スラブ設計・施工標準 ＪＦＥ建材
株式会社

設　　　　　　計

標　　準　　納　　ま　　り

【連続支持合成スラブ】
耐　火　仕　様

ａ部 ａ部

※ 2

図中※１は、梁に１、２または３時間の耐火性能が要求される場合のみ適用。　※２はＱＬデッキ耐火認定を適用する場合に必要。

Ｄ Ｆ

Ｅ

２スパン                               ２スパン １スパン           １スパン            １スパン           １スパン
Ｂ

Ａ
ｄ

柱

ａ

 左図円部詳細

普通コンクリート

釘

釘
クローサー

釘

ＱＬデッキ

３０

梁型枠

３０

ＱＬデッキ

耐火補強筋

３０

１５０

2

梁にのみ込み３０ｍｍ

 建物外回り ＱＬデッキスパン方向

ＱＬデッキ合成スラブの設計・施工は、(社)日本建築学会「各種合成構造設計指針・同解説」「鉄骨工事技術指針」「建築工事標準仕様書・同解説 JASS5鉄筋コンクリート工事及びJASS6鉄骨工事」、

(社)日本鉄鋼連盟「デッキプレート床構造設計・施工規準-2004」、合成スラブ工業会「合成スラブの設計・施工マニュアル」、ＱＬデッキ設計マニュアル・同施工マニュアルによる。

支  持  梁  ：鉄骨(S)梁 及び 大梁：鉄筋コンクリート(RC)梁又は鉄骨鉄筋コンクリート(SRC)梁、小梁：鉄骨(S)梁

鉄骨(S)梁 鉄筋コンクリート(RC)梁･鉄骨鉄筋コンクリート(SRC)梁

デッキプレートと梁の納まり〔RC･SRC梁〕

Ａw ＝（　500　）mm

 □６０　□７０　□８０　□８５　□９０　□９５　■１００　□（　　　）

□φ６-１５０×１５０　■φ６-１００×１００

07縮 尺

１３－１２８ｓ

七ヶ浜町防災拠点施設（生涯学習センター）整備工事

ひび割れ拡大防止のための留意事項

    1)ひび割れ拡大防止のため補強筋を設ける。(右図補強例参照)

平成２６年度
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宮 城 県 仙 台 市 青 葉 区 一 番 町 一 丁 目 1- 8

宮城県知事登録
第12110229号

（一級建築士登録 150863号）
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軸組図―２
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S=1:100･･･(A3版 50%縮小)

1.

2.

大梁継手位置は柱芯から900とする。

ベース下端レベルは1FL-230とする。

     ：増打補強を示す。

軸組図共通事項   特記なき限り下記による

3.

4.　開口補強材　a:□-125x125x6

　　　　　　　　b:□-125x125x3.2

                c:L-90x90x10

                d:L-90x90x7
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Ｔ Ｅ Ｌ  0 2 2 ( 2 1 7 ) 4 0 1 8 (代 )Ｆ Ａ Ｘ  0 2 2 ( 2 1 7 ) 4 1 2 8

増築棟
Ｓ

13

基礎リスト S=1：40

Ｆ１ Ｆ２ Ｆ３ Ｆ４ Ｆ５

Ｆ６

基礎リスト、柱リスト

井上　政幸

一級建築士　大臣登録第137845号

構造設計一級建築士登録第741号
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S=1:40･･･(A3版 50%縮小)
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Ｔ Ｅ Ｌ  0 2 2 ( 2 1 7 ) 4 0 1 8 (代 )Ｆ Ａ Ｘ  0 2 2 ( 2 1 7 ) 4 1 2 8

増築棟
Ｓ基礎梁リスト、スラブリスト

14

井上　政幸

一級建築士　大臣登録第137845号

構造設計一級建築士登録第741号

外　端 中　央 内　端
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ＳＴＰ

腹筋
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4-D22 4-D22

4-D22

備考位置記号 版厚

スラブリスト

主筋　短辺方向 配力筋　長辺方向

D10-＠200D10-＠200
土間コン
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上端筋

下端筋

モチアミ配筋S2
D10-＠200

D10-＠200

150
D13-＠200

D10D13-＠200

上端筋

下端筋

モチアミ配筋
D10-＠200

D10-＠200

150S3
D10D13-＠200
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1
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3 3
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2
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4

基礎梁リスト S=1:40
1.巾止め筋　D10-@1,000　2.定着長さには、増打部分は含まない。

符号

位置

断面

1FL

GL

FG1

外　端 中　央 内　端

上端筋

下端筋

ＳＴＰ
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□-D13-@200

6-D25

4-D25

4-D25

4

4 4

4

4

4

先　端

□-D13-@200
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2

S=1:40
1.巾止め筋　D10-@1,000　2.定着長さには、増打部分は含まない。
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S=1:40,1:30･･･(A3版 50%縮小)
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150

1FL

GL

D13

D10

D10-＠200

D10-＠200

2-D13

2-D13

D10-@200

□-D10-@200

１階土間階段配筋詳細図　　S=1:30

D10-@200

D10-@200
D13

D10-@200

D10-@200

D13

　-　D10-@200

釜場配筋詳細図　　S=1:30

D13

4-D10 2-D10

6-D22

2

上端筋

下端筋

150S1 モチアミ配筋
D13-＠125

D10D13-＠125

D13-＠200

D10D13-＠200

上端筋

下端筋

150 モチアミ配筋S4
D13-＠150

D13-＠200

D10D13-＠150

D10D13-＠200

D10-＠200

2-D13 通気管100φ

2-D13
連通管150φ半割り

2□ｰD13

2ｰD13

通気管・連通管補強配筋図

6-D25

2

22

15
0
50

1,
80

0

550

28
0

400

15
0
50

1,
80

0

28
0

15
0
50

1,
80

0

350

28
0

400

15
0
5
0

9
00

28
0

4
50

400

15
0
50

1,
0
00

15
0
50

1
,0

00

400

2
80

1
50

5
0

1,
00

0

400

28
0

15
0
50

1,
80

0

550

15
0
50

1,
80

0

550

4
50

400

15
0
50

1,
8
00

400

15
0
50

1,
8
00

28
0

400

15
0
50

1,
80

0

4
50

7
50

350

28
0

7
50

350

350

2
80

15
0

45
0

50

450

15
0

2
80

50
0

5
0

2
80

15
0
50

1,
80

0

350

15
0
50

1,
80

0

350

2
80

15
0
50

1
,2

5
0

250

1
50

5
0

5
50

400

45
0

45
0

200

1
50
50

4
00

1
50

15
0

15
0
15
0

600

15
0

1
50

5
501
50

1
50

150550

七ヶ浜町防災拠点施設（生涯学習センター）整備工事
平成２６年度



図 面 番 号

図面名

縮 尺

図 面 種 別受託番号 日付：

製 図担 当検 図設計部長
設計図

2014年2月28日

会 社
株 式 一級建築士事務所松下設計仙台支社

管理建築士　苣木　義男

宮 城 県 仙 台 市 青 葉 区 一 番 町 一 丁 目 1- 8

宮城県知事登録
第12110229号

（一級建築士登録 150863号）

Ｔ Ｅ Ｌ  0 2 2 ( 2 1 7 ) 4 0 1 8 (代 )Ｆ Ａ Ｘ  0 2 2 ( 2 1 7 ) 4 1 2 8

増築棟
鉄骨リスト Ｓ

井上　政幸

一級建築士　大臣登録第137845号

構造設計一級建築士登録第741号

特記なき限り下記による。

符　号

部　材

1階

2階

柱脚断面

ベースプレート

アンカーボルト

備　考

備　考
HTB.

材　質鉄　骨符　号
G.PL

接合

RFL

2FL

端部

中央

端部

中央

SS400

SN400B

SS400

SN400B

H-800x300x14 x 26

H-800x300x14 x 26

ＳＧ１

RFL

2FL

端部

中央

端部

中央

SS400

SN400B

SS400

SN400BH-588x300x12 x 20

H-588x300x12 x 20

ＳＧ２

H-440x300x11 x 18

H-440x300x11 x 18

RFL

2FL

端部

中央

端部

中央

SS400

SN400B

SS400

SN400B

ＳＧ３

2FL

端部

中央 SS400

SN400B

ＳＧ５

H-600x200x11 x 17

H-600x200x11 x 17

H-600x200x11 x 17

H-600x200x11 x 17

RFL

端部

中央 SS400

SN400BH-300x150x6.5x  9

H-300x150x6.5x  9

2FL

端部

中央 SS400

SN400B

ＳＧ４

H-450x200x 9 x 14

H-450x200x 9 x 14

H-588x300x12 x 20

H-588x300x12 x 20

SS400

SS400

SS400

ＳＢ３

ＳＢ２

ＳＢ２Ａ H-400x200x 8 x 13

H-450x200x 9 x 14ＳＢ１ SS400

H-300x150x6.5x  9

RFL

端部

中央 SS400

SN400B

2FL

端部

中央 SS400

SN400B

ＳＧ６

H-450x200x 9 x 14

H-450x200x 9 x 14

H-588x300x12 x 20

H-588x300x12 x 20

RFL

端部

中央

2FL

端部

中央 SS400

SN400B

H-400x200x 8 x 13

H-400x200x 8 x 13

H-400x200x 8 x 13

G.PL- 6

G.PL- 6

3x1-M20

G.PL- 6

G.PL- 9 5x1-M20

G.PL- 9 4x2-M20

G.PL- 9 6x1-M20

3x1-M20

継手ﾀｲﾌﾟ：A 　PmxPn=60x-

継手ﾀｲﾌﾟ：A 　PmxPn=80x80

継手ﾀｲﾌﾟ：A 　PmxPn=60x-

継手ﾀｲﾌﾟ：A 　PmxPn=80x-

SS400

SN400B

SS400

SN400B

ＳＣＧ１

基端

先端

鉄骨継手基準

継手における共通事項

M16
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(2
00

～
1
25

）継手形状

　　　（フィラープレートの材質はSS400とする。）

１．スプライスプレートの材質は母材に同じとする。

２．継手部のクリアランスは10mmとする。

３．継手部において母材の板厚差が1mmを越える場合は、フィラープレートにて調整する。

４．継手表に示すボルト本数は、継手片側について示す。

５．本図に示す高力ボルト規定は下記による。高力ボルトの品種はS10Tとする。

６．高力ボルトのゲージは下記による。＊Ｂ＝３００は千鳥打ちとする。

材は取合う部材のウエブプレートと同厚以上とする

材はガセットプレートと同厚とする

Ｂ

10 40

P

4
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40

40

ロ
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40
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n

Pm
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Ａ

小梁継手タイプ

10

40 40

Pn

符　　号

RSG1

2SG1,2SG2,2SG6

2SG3,2SG5

RSG2

RSG3,RSG6

2SG7

鉄骨大梁リスト

スプライスプレート（３）Ｐ高力ボルト（ｍｘｎ）スプライスプレート(2)スプライスプレート(1)高力ボルト（ｎｘｍ）

フ　ラ　ン　ジ ウ　エ　ブ
部　材　断　面

60

H-300x150x6.5x9 2x2-M20 PL-9x150x290 PL-9x60x290 2x1-M20 120 2PL-6x200x170

H-800x300x14x26 5x2-M22 PL-19x300x530 PL-19x110x530 10x1-M22 60 2PL-12x620x170

H-588x300x12x20 4x2-M22 PL-12x300x440 PL-16x110x440 7x1-M22 2PL-9x440x170

H-600x200x11x17 PL-12x200x410 PL-12x80x4103x2-M22 7x1-M22 60 2PL-9x440x170

H-400x200x8x13 PL-9x200x410 PL-9x80x410

60 2PL-9x320x170H-440x300x11x18

H-450x200x9x14 3x2-M20 PL-12x200x410 PL-12x80x410 5x1-M20 60 2PL-9x320x170

4x2-M20 PL-12x110x440PL-12x300x440 5x1-M20

3x2-M20 4x1-M20 60 2PL-9x260x170

H-350x175x7x11 2x2-M20 PL-9x175x290 PL-9x70x290 3x1-M20 90 2PL-6x260x170

ＳＣ１ ＳＣ３ＳＣ２ ＳＣ４

□-450x450x 19 (BCR295)

□-450x450x 19 (BCR295)

□-400x400x 16 (BCR295)

□-400x400x 16 (BCR295)

□-350x350x 12 (BCR295)

□-350x350x 12 (BCR295)

□-250x250x 12 (BCR295)

□-250x250x 12 (BCR295)

ハイベースエコ　EP450-8-36 ハイベースエコ　EP400-8-36 ハイベースエコ　EJ350-4-30 ハイベースエコ　EJ250-4-24

390

39
0

8-φ50

4-φ38 310

31
0

420

42
0

4-φ44

34
0

8-φ50 340

520

610
570

660

520
390

39
0

52
0

52
0

61
0

57
0

66
0

B.PL-16x200x175(SS400)

2-M16(SS400) L=400 D.N締め フック付

H-125x125x6.5x  9(SS400)

ＳＰ２ＳＰ１

H-150x150x7x 10(SS400)

B.PL-16x200x310(SS400)

4-M16(SS400) L=500 D.N締め フック付

ＳＧ７

SS400ＳＢ５ H-200x100x5.5x  8 G.PL- 6 2x2-M20

G.PL-12

G.PL- 6 2-M16中ボルト

2-M20

階　段

段　板PL-4.5

根　太

ササラ桁

踊　場PL-4.5

PL-12x300 SS400

SS400

QL-99-50-12　山上厚100 ひびわれ防止筋　6φ-100x100ＤＳ１

水平ブレース

ＪＩＳ規格品
SNR400BＳＨ１

SS400ＳＢ４ H-250x125x 6 x  9 G.PL- 6 2x2-M20 継手ﾀｲﾌﾟ：A 　PmxPn=120x120

SS400H-250x125x 6 x  9 G.PL- 6ＳＢ４Ａ 2x1-M20

SS400H-150x 75x 5 x  7 G.PL- 6

SS400 G.PL- 6

ＳＢ６Ａ 1x2-M16

ＳＢ７ 1x2-M16

継手ﾀｲﾌﾟ：A 　PmxPn=-x60

継手ﾀｲﾌﾟ：A 　PmxPn=-x60 -150x 75x 6.5x 10

H-350x175x 7 x 11

H-350x175x 7 x 11

RSG4

SS400ＳＢ６ H-150x 75x 5 x  7 G.PL- 6 1x2-M20 継手ﾀｲﾌﾟ：A 　PmxPn=-x120

SS400H-150x150x 7 x 10 1x2-M16 継手ﾀｲﾌﾟ：A 　PmxPn=-x60G.PL- 9ＳＢ０

継手ﾀｲﾌﾟ：A 　PmxPn=120x-

15

RSG7

H-244x175x7x11 2x2-M20 PL-9x175x290 PL-9x70x290 2x1-M20 60 2PL-9x140x1702SG4,SCG1

2x1-M20 継手ﾀｲﾌﾟ：A 　PmxPn=110x-

H-244x175x 7 x 11

H-244x175x 7 x 11

H-244x175x 7 x 11

H-244x175x 7 x 11

ピン接合 PL-16x200x310(SS400),HTB.4-M16

1-M12(T.B付) 1-M12G.PL- 6

B.PL-16x350x125(SS400)

A.BOLT 2-M16(SS400) L=350 D.N締めフック付

L-65x65x6 @450

S=1：30柱断面表 鉄骨部材断面表

S=1:30･･･(A3版 50%縮小)

継手ﾀｲﾌﾟ：A 　PmxPn=80x80

１．通しダイヤフラム　：　ＳＮ４９０Ｃ

内ダイヤフラム　　：　ＳＮ４９０Ｂ

固定できる別形状としても良い。

２．λ　：　有効細長比を示す。

３．アンカーフレームは、アンカーボルトを

maxλ=40.5 

maxλ=42.0 maxλ=48.3 

maxλ=45.2 

maxλ=45.4 

maxλ=47.7 

maxλ=80.3 

maxλ=80.3 

継手ﾀｲﾌﾟ：A 　PmxPn=80x-

ピン接合 PL-16x200x175(SS400),HTB.2-M16

１３－１２８ｓ

200

17
5

8
7.

5
87

.5

310

40 230 40

20
0

55
5
5

90

47.5 47.5105

七ヶ浜町防災拠点施設（生涯学習センター）整備工事
平成２６年度



図 面 番 号

図面名

縮 尺

図 面 種 別受託番号 日付：

製 図担 当検 図設計部長
設計図

2014年2月28日

会 社
株 式 一級建築士事務所松下設計仙台支社

管理建築士　苣木　義男

宮 城 県 仙 台 市 青 葉 区 一 番 町 一 丁 目 1- 8

宮城県知事登録
第12110229号

（一級建築士登録 150863号）

Ｔ Ｅ Ｌ  0 2 2 ( 2 1 7 ) 4 0 1 8 (代 )Ｆ Ａ Ｘ  0 2 2 ( 2 1 7 ) 4 1 2 8

増築棟
Ｓ

井上　政幸

一級建築士　大臣登録第137845号

構造設計一級建築士登録第741号

S=1:30･･･(A3版 50%縮小)

▽GL

X1

▽1FL

▽2FL

▽RF梁天端（水下）

X2 X3

▽RF梁天端（水上）

注記）1.通しダイヤフラムはSN490C、内ダイヤフラムはSN490Bとする。

　　　2.ダイヤフラムの厚さは取付く大梁の最大フランジ厚の2サイズアップとする。

　　　3.パネル部の板厚は、上下階柱の厚い方の板厚とする。 S = 1 : 30Y1通り鉄骨詳細図

▽BP下端

柱面 柱面柱芯

柱芯
柱芯

柱芯

H-600x200x11x17

H-450x200x9x14H-450x200x9x14

H-250x125x6x9

PL-22

PL-22 PL-22

PL-22 PL-22

PL-22

PL-25

PL-25

PL-25

PL-25

PL-28

PL-40

□
-4

00
x
40

0x
16

□
-
40

0x
40

0
x1

6

□
-4

00
x4
0
0x

16
□

-
40

0x
4
00

x1
6

□
-4

00
x4
0
0x

16
□

-
40

0x
4
00

x1
6

H-
15

0
x1

50
x7

x
10

H
-1

50
x1

5
0x

7x
10

G.PL-6
2x1-M20

PL-9

PL-9

ハイベースエコ　EP400-8-36 ハイベースエコ　EP400-8-36 ハイベースエコ　EP400-8-36

1SC21SC2

2SC2 2SC2 2SC2

2SG3

RSG3RSG3

1SC2

SB4A

SP1

SP1

PL-16ｘ200ｘ310
4-M16

16

F（外）:PL-12
  (内) :PL-12　 3x2-M22

W　　　:2PL-9   7x1-M22

F（外）:PL-12
  (内) :PL-12　 3x2-M20

W　　　:2PL-9   5x1-M20

B.PL-16ｘ200ｘ310
A.BOLT 4-M16（SS400）
L=500　DN　フック付

B.PL-16ｘ200ｘ310
A.BOLT 4-M16（SS400）
L=500　DN　フック付

１３－１２８ｓ

H
-1

50
x
15

0x
7x

10
H
-1

50
x1

50
x
7x

10

PL-9

PL-9

SP1

SP1

PL-16ｘ200ｘ310
4-M16

H-
15

0x
15

0x
7
x1

0

PL-9

SP1

PL-9
2SG3

PL-16ｘ200ｘ310
4-M16

H-
15

0x
1
50

x7
x1

0

SP1

B.PL-16ｘ200ｘ310
A.BOLT 4-M16（SS400）
L=500　DN　フック付

H-600x200x11x17

15,000

7,500 7,500

45
0

3
,9

0
0

3,
90

0

1
80

8
,4

00

15
0

15
0

900 900900 900

23
0

15
0

2
25

185185

4,785 2,715

25 25

1,8403,210 2,450

七ヶ浜町防災拠点施設（生涯学習センター）整備工事
平成２６年度 鉄骨詳細図－１



図 面 番 号

図面名

縮 尺

図 面 種 別受託番号 日付：

製 図担 当検 図設計部長
設計図

2014年2月28日

会 社
株 式 一級建築士事務所松下設計仙台支社

管理建築士　苣木　義男

宮 城 県 仙 台 市 青 葉 区 一 番 町 一 丁 目 1- 8

宮城県知事登録
第12110229号

（一級建築士登録 150863号）

Ｔ Ｅ Ｌ  0 2 2 ( 2 1 7 ) 4 0 1 8 (代 )Ｆ Ａ Ｘ  0 2 2 ( 2 1 7 ) 4 1 2 8

増築棟
Ｓ

井上　政幸

一級建築士　大臣登録第137845号

構造設計一級建築士登録第741号

S=1:30･･･(A3版 50%縮小)

注記）1.通しダイヤフラムはSN490C、内ダイヤフラムはSN490Bとする。

　　　2.ダイヤフラムの厚さは取付く大梁の最大フランジ厚の2サイズアップとする。

　　　3.パネル部の板厚は、上下階柱の厚い方の板厚とする。

柱芯

▽GL

▽1FL

▽2FL

▽RF梁天端（水下）

▽RF梁天端（水上）

▽BP下端

柱芯

X3

G.PL-6
1-M12

FB-4.5

H-244x175x7x11

H
-1

2
5x

12
5x

6.
5
x9

H
-1

25
x
12

5x
6.
5
x9

□
-2

50
x
25

0x
12

□
-2

50
x2

50
x1

2

PL-19

PL-19

PL-19

H-150x75x5x7

H-150x75x5x7

H-
15

0x
75

x5
x
7

G.PL-16

G.PL-16

PL-9

　
-1
5
0x

75
x6

.5
x
10

B.PL-16ｘ200ｘ175
A.BOLT 2-M16（SS400）
L=400　DN　フック付

M1
2　

ﾀｰ
ﾝﾊ
ﾞｯ
ｸﾙ
付

PL-16x200x175(SS400)
2-M16

2SC4
SP2

SCG1

SB4A

SB4A

SB
4
A

SB
7

柱面

柱芯

H-600x200x11x17

H-450x200x9x14

PL-22

PL-25

H-244x175x7x11

□
-4

00
x4

00
x
16

□
-
40

0x
40

0x
1
6

H-300x150x6.5x9

G.PL-6
3-M20

G.PL-6
2-M20

1SC2

ハイベースエコ　EJ250-4-24

PL-25

2SC2

RSG3
PL-22

2SG3
2SG4

RSG4

Y1

Y1

ハイベースエコ　EP400-8-36

柱面

H-244x175x7x11

2SG4

RSG4

Y1

H-300x150x6.5x9

G.PL-6
3-M20

X3通り鉄骨詳細図 S = 1 : 30 S = 1 : 30

G.PL-6
2-M20

17

QL99-50-12

6φ-100x100

PL-9

耐火補強筋D13

A

A断面細図 S = 1 : 30

SP2

F（外）:PL-12
  (内) :PL-12　 3x2-M20

W　　　:2PL-9   5x1-M20

F（外）:PL-12
  (内) :PL-12　 3x2-M22

W　　　:2PL-9   7x1-M22

F（外）:PL-9
  (内) :PL-9　 2x2-M20

W　　　:2PL-9  2x1-M20

F（外）:PL-9
  (内) :PL-9　 2x2-M20

G.PL-6
2-M16

1SC4

PL-28

X2+4,785通り鉄骨詳細図

W　　　:2PL-6  2x1-M20

１３－１２８ｓ

H-150x75x5x7

G.PL-6
2-M16PL-6 SB4A

H-150x75x5x7
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00
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七ヶ浜町防災拠点施設（生涯学習センター）整備工事
平成２６年度 鉄骨詳細図－２



図 面 番 号

図面名

縮 尺

図 面 種 別受託番号 日付：

製 図担 当検 図設計部長
設計図

2014年2月28日

会 社
株 式 一級建築士事務所松下設計仙台支社

管理建築士　苣木　義男

宮 城 県 仙 台 市 青 葉 区 一 番 町 一 丁 目 1- 8

宮城県知事登録
第12110229号

（一級建築士登録 150863号）

Ｔ Ｅ Ｌ  0 2 2 ( 2 1 7 ) 4 0 1 8 (代 )Ｆ Ａ Ｘ  0 2 2 ( 2 1 7 ) 4 1 2 8

増築棟
Ｓ

井上　政幸

一級建築士　大臣登録第137845号

構造設計一級建築士登録第741号

S=1:30･･･(A3版 50%縮小)

大梁

小梁

G.PL-6
2-M20

SB1

2SG3

X1

H-150x
75x5x7

SB6

S = 1 : 30SB6取付要領図

▽1FL

▽GL

無収縮モルタル厚さ30

B.PL-16x125x350
A.BOLT　2-M16
L=350　ﾌｯｸ付 DN

踏み板PL-4.5

踏み板PL-4.5

ササラ桁PL-12x300

ササラ桁PL-12x300

根太L-65x65x6@450

G.PL-12
2-M20

PL-9

SB4A

18

１３－１２８ｓ

鉄骨階段詳細図　　　S=1：30

▽2FL

▽RFL

2-D13

2-D13

2-D13

2-D13

1-D13

D10-@200

D10-@200ﾀﾞﾌﾞﾙﾁﾄﾞﾘ

D10-@200ﾀﾞﾌﾞﾙﾁﾄﾞﾘ

D10-@200

D10-@200

D10-@200

D10-@200

ＷおよびＬ寸法は、意匠図による

2-D13

D10-@200ダブルチドリ

D10-@200ダブルチドリ

φ6-100x100

QL99-50-12
PL-9

パラペット詳細図 S=1：30 S=1：30ハト小屋詳細図

雑詳細図

D13D13
D10-＠200

D10-＠200

D10-@200

WxL

防油堤配筋図　　　S=1：30設備基礎配筋図　　　S=1：30

D10-@200

D10

D13
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図 面 番 号

図面名

縮 尺

図 面 種 別受託番号 日付：

製 図担 当検 図設計部長
設計図

2014年2月28日

会 社
株 式 一級建築士事務所松下設計仙台支社

管理建築士　苣木　義男

宮 城 県 仙 台 市 青 葉 区 一 番 町 一 丁 目 1- 8

宮城県知事登録
第12110229号

（一級建築士登録 150863号）

Ｔ Ｅ Ｌ  0 2 2 ( 2 1 7 ) 4 0 1 8 (代 )Ｆ Ａ Ｘ  0 2 2 ( 2 1 7 ) 4 1 2 8

増築棟
Ｓ

井上　政幸

一級建築士　大臣登録第137845号

構造設計一級建築士登録第741号

S=1:30･･･(A3版 50%縮小)

１３－１２８ｓ

この補強は鉄骨造及び鉄骨鉄筋コンクリ－ト造の鉄骨部分に適用する。

鉄骨鉄筋コンクリ－ト造の鉄筋コンクリート部分の補強は『はり貫通補強図

１．特記事項

（鉄骨コンクリート部）』による。

１．１　補強鋼材の種別

　　　　　補強プレートの材質は補強するはりと同じとする。

　　　　　補強鋼管は一般構造用炭素鋼管とする。

　　　　　　材質　　ＳＴＫ４００　・ＳＴＫ４９０

１．２貫通孔の径及び数量（鉄骨部分）

　　　　径及び数量は下表による。

数量貫通孔内径梁符号
RSG1 300φ 2

　　　　　　せいの１／３以下とする。孔が円形でない場合はこれの外接円とする。

２．一般事項

２．１　共通事項

　　　　１．はり貫通孔の内径寸法は、鉄骨せいの１／２以下かつ鉄筋コンクリートはり

Ｈ:鉄骨せい

Ｄ:はりせい

φ:貫通孔内径寸法

　　（φ≦１／２Ｈかつφ≦１／３Ｄ）

　　　　３．孔の中心位置の限度は、柱及び直交するはり（小ばり）の面から原則と

　　　　　　して１．２Ｄ（Ｄは、はりせい）以上離す。

　　　　４．孔が並列する場合は、その中心間隔は孔の径の平均値の３倍以上とする。

　　　　５．孔の径が、はりせいの１／１０以下の場合は、補強を省略することができる。

　　　　　　ただし、鉄骨鉄筋コンクリート造の場合は補強鋼管を必要とする。

　　　　２．はり貫通孔の上下方向の位置は、はりせいの中心付近とし下記による。　

３．　はり貫通部ウェブプレートの補強方法及び補強プレート一覧表

３．１　貫通孔の補強鋼管

貫通孔内径 補強鋼管

　　　φ      φ×

備　考

以
上

1
0
0

1
0
0

以
上

φ

Ｈ Ｄ

１００φ

１２５φ

１５０φ

２００φ

２５０φ

３００φ

３５０φ

114.3φ×3.2 

139.8φ×3.6

165.2φ×4.5

216.3φ×4.5

267.4φ×6.0

318.5φ×6.0

355.6φ×6.0

406.4φ×9.0

457.2φ×9.0

508.0φ×9.0

558.8φ×9.0

609.6φ×9.0

４００φ

４５０φ

５００φ

５５０φ

６００φ

７５φ 76.3φ×3.2  

５０φ 60.5φ×3.2  

６.補強方法の種別を変更する場合は監督員の承諾を得る。

Lx:3φまたはLyのうち小さい方とする．

３．２　ウェブプレートの補強方法

Lxｅ

LyＨ

5
0

5
0

補強プレート

0～5 0～5

補強鋼管

鉄骨鉄筋コンク

リート造の場合

鉄骨造の場合

フランジ幅

B
=
2
0

C
=
5
0

A

ＣＬ *　Aは最低50とする。このとき、B=15,C=30としてよい。

φ

補強プレート記号一覧表

記号 補強プレート 記号 補強プレート

１

２

３

４

　ＰＬ－６

　ＰＬ－９

　ＰＬ－１２

2PL-6(両面)

５

６

７

８

2PL- 9(両面)

2PL-12(両面)

2PL-16(両面)

2PL-19(両面)

３．３　補強プレート一覧表

鉄骨

はりせい φ

貫通孔径

４００

補強プレート記号

ウェブプレート厚

５０～７５

１００

１２５

１００

１２５

１５０

１２５

１５０

２００

　７５

１００

１２５

１５０

２００

　７５

１００

１２５

１５０

２００

２５０

１５０

２００

２５０

３００

１５０

２００

２５０

３００

３５０

１００

１００～１２５７５０

６５０

６００

５５０

４５０

５００

７５～１００

１２５

１

４

２

５

３

５

５

６

５

７

１

１

１

４

１

１

２

５

１

２

３

５

２

３

５

６

２

３

５

７

１

１

１

１

４

１

１

２

５

１

１

２

３

６

１

２

３

５

７

２

２

５

５

８

１ １ １ １ １

２

１

１

１

４

１

１

２

４

１

２

２

５

２

２

３

６

２

３

５

６

１ １ １ １ １

１

１

１

１

４

１

１

１

２

５

１

１

２

３

６

１

２

３

５

７

２

２

３

６

８

１ １ １ １ １

１

１

１

１

１

２

１

１

３

１

２

５

２

３

５

４ ５ ６ ７ ８

１

１

１

１

４

４

１

１

１

２

４

５

１

１

２

３

５

６

１

１

２

５

６

７

１

２

３

５

６

７

４ ４ ５ ６ ６

５０～７５

５０～７５

６ ９ １２ １６ １９

１ １ ２ ２ ３

８００ １００～１２５ １ １ １ １ １

８５０

９００

１５０

２００

２５０

３００

３５０

４００

１００～１５０

２００

２５０

３００

３５０

４００

１００～１５０

２００

２５０

３００

３５０

４００

４５０

１

１

１

１

４

４

１

１

１

１

４

４

１

１

１

１

１

４

４

１

１

２

２

５

５

１

１

１

２

４

４

１

１

１

２

２

４

５

１

１

２

３

５

６

１

１

２

３

５

６

１

１

２

２

３

５

６

１

２

３

５

６

７

２

３

５

６

７

８

１

２

３

５

６

７

１

２

２

３

５

６

７

１

２

３

５

６

７

１

２

３

５

６

７

８

１０００

２００

２５０

３００

３５０

４００

４５０

１５０

２００

２５０

３００

３５０

４００

４５０

５００

１

１

１

１

４

４

１

１

１

１

１

１

４

４

１

１

１

２

４

５

１

１

１

１

２

２

４

５

１

１

２

３

５

５

１

１

１

２

３

３

５

６

１

２

３

５

５

６

１

１

２

３

５

５

６

７

２

３

５

５

６

７

１

２

２

３

５

６

６

７

９５０ １００～１５０ １ １ １ １ １

鉄骨

はりせい

貫通孔径
補強プレート記号

ウェブプレート厚
φ ６ ９ １２ １６ １９

１１００

３００

３５０

４００

４５０

５００

１５０～２００

１

１

１

４

４

１

１

２

２

４

５

１

２

２

３

５

５

２

３

５

５

６

３

５

５

６

７

１ １ １

４００

４５０

５００

５５０

１

１

４

４

２

２

４

５

３

３

５

６

５

５

６

７

５

６

７

６

２５０

３００

３５０

１

１

１

１

１

２

１

１

２

２

３

２ ２

２

５

１１５０

１２００

３５０

４００

４５０

５００

５５０

１５０～２００

２５０

３００

１

１

１

４

４

１

２

２

４

５

２

２

３

５

３

３

５

５

６

３

５

５

６

７

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

２

１

２

２

５

１５０～２００

２５０

３００

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

２

１

２

２

４００

４５０

５００

５５０

６００

１

１

１

４

４

１

２

２

４

５

２

３

３

５

５

３

５

５

６

６

５

５

６

６

７

３５０ １ １ ２ ２ ３

１０５０ １５０～２００

２５０

１ １ １ １ １

１ １ １ ２ ２

Ｓ梁貫通補強図
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